
2010
（平成22年）

12月25日発行

第137号

    今月号の主な内容
●豊岡市｢１年の歩み｣  　   ２
●学校給食施設のあり方計画策定  ４
●コウノトリ子育て支援メッセージ展開中　６
●市政ニュース　　　　　　20
●まちの話題　　　　　　　22
●くらしの情報　　　　　　28
●歴史探訪　　　　　　　　38

写真：｢たくあん用ダイコン干し作業｣（関連記事は23ページ掲載）

広報



広報とよおか　2010.12.25 2

平
成
22
年

豊
岡
市
「
1
年
の
歩
み
」

●
1
月

4
日
・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会
・
功
労
者
表

彰
式

7
日
・
東
京
直
行
便
実
現
へ
向
け
て
要
望

（
県
議
会
な
ど
、〜
8
月
25
日
、全
5
回
）

17
日
・
豊
岡
市
震
災
総
合
防
災
訓
練

●
2
月

3
日
・
豊
岡
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
初
刊

発
行

6
日
・
K
T
R
但
馬
三
江（
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
）駅
改
築
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

10
日
・
オ
ブ
ジ
ェ「
縁
結
び
玄
さ
ん
」設
置

12
日
・
2
0
0
9
植
村
直
己
冒
険
賞
受
賞

者
発
表

22
日
・
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
策
定

27
日
・
第
7
回
東
井
義
雄
賞「
い
の
ち
の
こ

と
ば
」入
賞
作
品
発
表
会
・
記
念
講

演
会

●
3
月

1
日
・
生
物
多
様
性
条
約（
Cシー
Bビー
Dディー
）事
務

局
長
来
訪

　
　

・
子
ど
も
と
心
で
つ
な
が
る
市
民
運

動
推
進
協
議
会
設
立

13
日
・
三
江
地
区
公
民
館
県
民
交
流
広
場

竣
工（
24
日
・
中
竹
野
地
区
公
民
館

県
民
交
流
広
場
）

20
日
・
生
物
多
様
性
Eエ
キ

ス

ポ

X
P
O
2
0
1
0

へ
出
展（
大
阪
市
）

23
日
・
豊
岡
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地

域
行
動
計
画（
後
期
計
画
）策
定

　
　

・
豊
岡
市
教
育
行
動
計
画
策
定

25
日
・
佐
野
浄
水
場
竣
工

27
日
・
資
母
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
但
東

子
育
て
セ
ン
タ
ー
竣
工

30
日
・
市
内
全
域
を
都
市
計
画
区
域
に
指
定

●
4
月

1
日
・
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
増
進
施
設

「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
」オ
ー
プ
ン

　
　

・
経
済
成
長
戦
略
実
行
元
年
、
各
種

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手

　
　

・
市
独
自
の
豊
岡
市
無
料
職
業
紹
介

所
開
設

　
　

・「
豊
岡
市
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
」

を
民
間
委
託
で
開
設

　
　

・
豊
岡
市
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
決
定

13
日
・
第
4
回
ユ
ネ
ス
コ
国
際
ジ
オ
パ
ー

ク
会
議
で
山
陰
海
岸
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン（
〜
15
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
）

14
日
・
海
外
メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
取
材
来
訪

（
仏
国
・
台
湾
・
香
港
の
旅
行
社
、仏

国
・
韓
国
・
英
国
・イ
ス
ラ
エ
ル
の
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
局
な
ど
、〜
11
月
）

17
日
・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
就
航

　
　

・
竹
野
南
地
区
公
民
館
県
民
交
流
広

場
竣
工

19
日
・
但
馬
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開
所

22
日
・
豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス
竣
工

26
日
・
S
M
B
C（
三
井
住
友
銀
行
）生
物

多
様
性
セ
ミ
ナ
ー「
生
き
も
の
の
多

様
性
の
保
全
と
事
業
活
動
」（
名
古

屋
市
、〜
8
月
6
日
、
全
5
回
）

●
5
月

1
日
・
マ
イ
ナ
ス
1
歳（
産
前
）か
ら
の
子

　
　
　

育
て
支
援「
と
よ
お
か
す
く
す
く

▲山陰海岸ジオパークが世界ジオパークに認定 ▲総合健康ゾーン健康増進施設｢ウェ
ルストーク豊岡｣オープン

▲ドクターヘリ・ドクターカーが運用開始 ▲第4回コウノトリ未来・国際かいぎ開催
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メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
あ
か
ち
ゃ
ん
と

い
っ
し
ょ
〜
」の
発
行

11
日
・
第
89
回
水
道
ま
つ
り

　
　

・
ブ
ロ
グ
な
ど
で
情
報
発
信
す
る「
大

好
き
豊
岡
応
援
隊
」発
足

15
日
・
第
3
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
レ
ガ
ッ

タ（
〜
16
日
）

22
日
・
日
本
学
術
会
議
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム「
生
物
多
様
性
を
め
ぐ
る
科
学
と

社
会
の
対
話
」

26
日
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
0
初
参
加

28
日
・
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー
竣
工

●
6
月

3
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
開
館
10
周
年

5
日
・
植
村
直
己
冒
険
賞
授
賞
式
・
記
念

講
演
会

8
日
・
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立
ち

（
〜
8
月
29
日
、市
内
5
カ
所
で
9

羽
が
巣
立
つ
）

11
日
・
イ
ン
ド
国
青
少
年
訪
日
団
初
来
訪

（
〜
16
日
、韓
国
・
モ
ン
ゴ
ル
・
米

国
な
ど
訪
問
・
来
訪
、〜
11
月
）

15
日
・
e
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
街
頭

キ
ャ
ンペ
ー
ン（
2
回
目・9
月
17
日
）

　
　

・
田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
第
2
号
オ

　
　
　

ー
プ
ン

24
日
・
豊
岡
市
感
謝
状
贈
呈
式

30
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク（
〜

7
月
15
日
、
市
内
6
カ
所
）

●
7
月

1
日
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
自
動
翻
訳
シ
ス
テ

ム（
英
語
、中
国
語
、韓
国
語
）導
入

30
日
・「
円
山
川
下
流
域
お
よ
び
周
辺
水

田
」が「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」の
日

本
国
内
潜
在
候
補
地
に
選
定

●
10
月

1
日
・
第
43
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

1
部
リ
ー
グ
豊
岡
大
会（
〜
2
日
）

3
日
・
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定（
ギ
リ
シ
ャ
時
間
）

8
日
・
10
月
8
日（
と
よ
お
か
の
日
）中
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
作
戦

11
日
・
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
1
0

　
　

・
生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ア
出
展（
名

古
屋
市
、〜
29
日
）

12
日
・
三
方
東
部
工
業
団
地
B
区
画
譲
渡

20
日
・
特
急「
北
近
畿
」が
来
春
か
ら
特
急

「
こ
う
の
と
り
」に
名
称
変
更
決
定

　
　

・
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国

会
議（
C
B
D
／
コ
ッ
プ
テ
ン

C
O
P
10 
）で
配

付
さ
れ
た
機
関
誌（S

サ

ト

ヤ

マ

atoyam
a

）

な
ど
に
豊
岡
市
の
取
組
み
が
掲
載

24
日
・
C
B
D
／
C
O
P
10
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
生
物
多
様
性
国
際
自
治

体
会
議
参
加（
名
古
屋
市
）

27
日
・
C
B
D
／
C
O
P
10
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト（
名
古
屋
市
）

　
　

・
図
書
館
出
石
分
館
・
出
石
子
育
て

セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

28
日
・「
水
道
料
金
の
改
定
」市
民
説
明
会

（
〜
11
月
11
日
、
市
内
6
カ
所
）

29
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
を
全
国
に

広
げ
る
市
民
か
い
ぎ

2
日
・
第
1
回
生
物
の
多
様
性
を
育
む
農

業
国
際
会
議（
〜
4
日
）

5
日
・
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
市
番
組「
防

災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」、「
と
よ
お
か
！

も
っ
と
教
え
隊
! !
」ス
タ
ー
ト

7
日
・
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
2
0
1
0

（
東
京
都
）

24
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

，10   （
〜
25
日
）

●
8
月

1
日
・
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
現
地（
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
）視
察（
〜
5
日
）

9
日
・
世
界
一
田
め
に
な
る
学
校
in
東
京

大
学（
東
京
都
）

21
日
・
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
市
役
所
本
庁

部
署
第
一
陣
移
転（
〜
22
日
、
第

2
陣
・
8
月
末
、
第
3
陣
・
12
月
）

27
日
・
第
39
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

「
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
訓
練
」で
市

消
防
本
部
救
助
隊
が
3
位
入
賞

29
日
・
第
31
回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会

●
9
月

6
日
・
県
立
高
等
学
校
の
入
学
者
選
抜
に

関
す
る
要
望

9
日
・「
生
態
系
と
生
物
多
様
性
の
経
済

学（
Tテ
ィ

ー

ブ

E
E
B
）」の
地
方
自
治
体

編
に
豊
岡
市
の
取
組
み
が
掲
載

16
日
・
豊
岡
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
2
0
1

　
　
　

0（
〜
17
日
）

18
日
・
第
19
回
全
国
中
学
新
人
競き
ょ
う

漕そ
う

大
会

（
〜
19
日
）

30
日
・
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際

か
い
ぎ（
〜
31
日
）

　
　

・
第
61
回
豊
岡
市
美
術
展（
〜
11
月

3
日
）

●
11
月

1
日
・
城
下
町
い
ず
し“
う
な
ぎ
の
寝
床
”

町
屋
特
区
の
指
定
を
受
け
た「
旅は
た

籠ご 

西
田
屋
」オ
ー
プ
ン

3
日
・
地
域
主
体
の
公
共
交
通「
チ
ク
タ

ク
奥
山
」運
行
開
始

5
日
・
永
楽
館
大
歌
舞
伎
公
演（
〜
10
日
）

7
日
・
特
急「
は
ま
か
ぜ
」が
新
型
車
両
で

運
行
開
始

11
日
・
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機（
Hエイチ

　
　
　

Tティー
Vブイ
）の
愛
称
が「
こ
う
の
と
り
」

に
決
定

14
日
・
日
高
地
区
公
民
館
県
民
交
流
広
場

竣
工

16
日
・
豊
岡
市
学
校
給
食
施
設
の
あ
り
方

計
画
策
定

20
日
・
仲
田
光
成
記
念
第
10
回
豊
岡
全
国

か
な
書
展（
〜
23
日
）

30
日
・
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
行
動
指
針
策
定

●
12
月

2
日
・
㈱
奥
城
崎
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
、

㈶
休
暇
村
協
会　

休
暇
村
竹
野
海

岸
、㈱
北
前
館
と
災
害
時
応
援（
炊

き
出
し
）協
定
締
結

３
日
・
豊
岡
市
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
警
戒
本
部
を
初
め
て
設
置

5
日
・
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行
開
始

17
日
・
水
道
料
金
の
改
定
決
定
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◆
新
た
な
取
組
み

①
炊
飯
施
設
を
増
設

②
栄
養
教
諭（
職
員
）を
配
置

③
給
食
施
設
・
設
備
等
の
整
備

▲給食に使用するエンドウ豆の鞘
さや

むき体験をする児童ら（五荘小3年）

「
豊
岡
市
学
校
給
食
施
設
の
あ
り
方
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た
！

　

市
の
学
校
給
食
施
設
は
、出
石
・
竹
野
施
設
の
建
物
・
設
備
が
老
朽
化

し
、給
食
の
安
定
的
な
提
供
や
衛
生
管
理
に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、市
全
体
で
は
、少
子
化
の
進
行
に
伴
い
、今
後
さ
ら
に
調
理
食

数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、市
で
は
、豊
岡
市
学
校
給
食
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
報
告
書
や
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え「
豊
岡
市
学
校
給
食
施
設

の
あ
り
方
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。計
画
の
期
間
は
平
成
22
年
度
〜

25
年
度
ま
で
の
4
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》教
育
総
務
課
☎
23-

1
1
1
7

施
設
の
あ
り
方
計
画
概
要

再
編
に
伴
う
取
組
み

▲豊岡学校給食センター

給
食
内
容
の
充
実
と

　
　
よ
り
安
心
安
全
で
安
定
的
な

　
　
　
　
　
給
食
の
提
供
を
推
進
し
ま
す
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◆
継
続
し
て
行
う
取
組
み

行
財
政
改
革
効
果

年　度 現　行 平成23年４月以降再編 平成24年４月以降 平成25年９月以降再々編

施設廃止

施設廃止

＜施設別の調理食数･配食校などの推移＞　　　（給食数:平成22年５月６日現在）

4,257 4,415
3,674

廃止 廃止

1,477 1,589 1,599
1,039 1,002

2,037

530373460
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

豊岡施設 竹野施設 日高施設 出石施設 但東施設

H
22
・
4

H
23
・
4

H
25
・
9

H
22
・
4

H
23
・
4

H
22
・
4

H
23
・
4

H
25
・
9

H
22
・
4

H
23
・
4

H
25
・
9

H
22
・
4

H
23
・
4

H
25
・
9

＜施設再編に伴う調理食数の推移（教職員除く）＞

そ
の
他
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子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
・
子
ど
も
が
元
気
に
育
つ
ま
ち
を
目
指
し
て

◆
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス「
マ
マ
の

休
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
」の
実
施

　

在
宅
で
の
育
児
家
庭
に
一
時
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
券
を
交
付
す

る「
マ
マ
の
休
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
」を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
利
用
期
間　

児
童
の
1
歳
の
誕

生
日
か
ら
3
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
の
2
年
間

▽
利
用
可
能
な
保
育
所　

市
内
21

保
育
所（
東
保
育
園
・
森
本
へ

き
地
保
育
園
を
除
く
）

▽
有
効
利
用
回
数　

有
効
期
間
中

1
回

▽
利
用
券
の
交
付　

7
カ
月
児
健

康
診
査
時
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
一
緒
に
交
付

※
7
カ
月
児
健
康
診
査
を
過
ぎ
て

か
ら
転
入
し
た
方
は
、
申
し
出

く
だ
さ
い
。

▽
利
用
方
法　

事
前
に
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
と
す

る
保
育
所
へ
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・

絵
本
と
の
出
会
い

　

絵
本
で
の
読
み
聞
か
せ
で
、
赤

ち
ゃ
ん
の
心
と
言
葉
を
育
み
ま

し
ょ
う
。

　

7
カ
月
児
健
康
診
査
の
会
場
で
、

受
診
対
象
者
に
乳
幼
児
向
け
絵
本

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
、
待
合
室
で
の

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
と
し
て
、
図
書
館
で
毎
月
1
回
、

乳
幼
児
向
け
の
読
み
聞
か
せ
も
し

て
い
ま
す
。

※「
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
」…
毎

月
第
1
水
曜
日
午
前
11
時
〜

◆
な
か
よ
し
グ
ン
グ
ン
広
場

（
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

お
お
む
ね
3
〜
6
歳
の
幼
児
を

在
宅
で
保
育
し
て
い
る
保
護
者
に

と
っ
て
、
保
育
園
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
身
体
計
測
や
歯
科
相
談
、

育
児
相
談
な
ど
が
で
き
る
場
が
不

足
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
市
域
を
対
象
に
、

保
護
者
が
気
軽
に
専
門
的
な
内
容

を
相
談
で
き
る
機
会
を
豊
岡
市
保

健
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
設
け
て
い
ま

マ
マ
と
一
緒
に
す
く
す
く
!

在
宅
子
育
て
支
援

　少子化や核家族化の進行、地域社会の変化など、子どもや子育てをめぐる環境が大
きく変化する中で、家庭や地域における子育て機能の低下や子育て中の保護者の孤
立感や不安感の増大などの問題が生じています。
　市では、産前からの子育て支援事業を行っています。また、各地域子育てセンター
のリニューアルなど、子育て中の親子の交流がますます活発になるよう取組みを進
めています。
　これからも、豊岡に住み続けたいと考える人が増え、結婚や子育てに夢や希望を持
ち続けるまちづくりを目指します。
　「コウノトリ子育て支援メッセージ」として、取り組んでいる事業を紹介します。

《問合せ》こども育成課☎29-0053

▲豊岡総合高等学校の子育てボランティア班による「たまごボーロスペシャルタイム『ふゆのお
とどけもの』」では、約100人の親子らがクイズや宝さがしを楽しんだ

コ
ウ
ノ
ト
リ
子
育
て
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
展
開
し
て
い
ま
す
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す
。
年
間
3
回
程
度
、
親
子
で
自

由
に
遊
ん
だ
り
、
ほ
か
の
親
子
と

交
流
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
集
団
遊
び
も
行
って
い
ま
す
。

※
歯
科
相
談（
4
歳
以
上
）も
行
い

ま
す（
先
着
順
に
受
付
）。

【
次
回
日
程
】

▽
日
時　

1
月
28
日（
金
）午
前
9

時
30
分
〜（
受
付
）

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

◆
マ
イ
ナ
ス
1
歳
か
ら
の

子
育
て
支
援

○
と
よ
お
か
す
く
す
く
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

母
子
手
帳
の
交
付
時
に
、「
と

よ
お
か
す
く
す
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
〜
」を

配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
冊
子
に

は
、
妊
娠
中
か
ら
お
お
む
ね
生
後

2
〜
3
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ
方

に
役
立
つ
情
報
や
相
談
窓
口
の
情

報
提
供
、
関
係
者
か
ら
の
エ
ー
ル

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

○
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
交
流
広
場

　

妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
し
た
広
場

で
す
。
妊
婦
さ
ん
同
士
で
交
流
し

た
り
、
先
輩
マ
マ
の
話
を
聞
く
場

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
助
産
師
や

看
護
師
な
ど
専
門
的
な
意
見
も
聞

け
、
安
心
し
て
出
産
・
育
児
に
取

り
組
め
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

【
次
回
日
程
】

▽
日
時　

2
月
28
日（
月
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ

◆
そ
と
あ
そ
び
広
場

　

風
や
空
気
、
音
や
臭
い
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
戸
外
は
、
子
ど

も
た
ち
の
五
感
を
豊
か
に
成
長
さ

せ
る
恵
み
が
多
く
あ
り
、
お
母
さ

ん
た
ち
の
気
分
転
換

に
も
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
総
合
セ
ン

タ
ー
・
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー
・

日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

近
く
の
公
園
に
出
掛
け
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー

（
35
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
を
代
表
す
る
選
手
や
指
導

者
な
ど
に
接
す
る
機
会
を
継
続
的

に
創
出
し
、
子
ど
も
た
ち
に
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
等
を
体
得
さ
せ

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
感

動
や
あ
こ
が
れ
、
夢
や
希
望
が
育

ま
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

◆
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
、

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
コ
ー
チ
ン
グ
ス

タ
ッ
フ
の
指
導
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
少
年
野
球
教
室

　

少
年
野
球
チ
ー
ム
を
対
象
に
、

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
指
導
に
よ
る

野
球
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

小
学
生
を
対
象
と
す
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
や
指
導
者
講
習
会
を
、

ミ
ズ
ノ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

◆
子
育
て
家
庭
応
援
カ
ー
ド
事
業

　

市
内
商
業
者
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ

家
庭
や
妊
娠
中
の
方
が
い
る
家
庭

が
、
商
品
等
の
割
引
や
さ
ま
ざ
ま

な
特
典
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
す
く
す
く
タ
ウ
ン
」の
運
用

　

子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に「
と
よ
お

か
子
ど
も
情
報
」と
し
て
集
約
し
、

よ
り
情
報
が
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

http://w
w

w
.city.toyooka.

lg.jp/sukusuku

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M「
子
育
て
・

子
育
ち
情
報
」の
提
供

　
「
応
援
し
ま
す
!
元
気
な 

と
よ

お
か 

チ
ル
ド
レ
ン
」と
い
う
テ
ー

マ
で
、「
子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作

戦
」「
み
〜
ん
な
笑
顔
で
子
育
て
支

援
」の
番
組
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

そ
の
時
々
の
子
育
て
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
紹
介
や
子
育
て
家
庭
を

応
援
し
、活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
た
ち
の
声
を
届
け
ま
す
。

▽
放
送
時
間　

毎
週
土
曜
日
午
後

6
時
10
分
〜
、毎
週
月
曜
日（
再

放
送
）午
後
7
時
〜
、
毎
週
水

曜
日（
再
放
送
）午
前
10
時
〜
各

15
分
間

◆「
パ
パ
と
遊
ぼ
う
デ
ー
」の
実
施

　

父
親
が
育
児
に
参
加
す
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
乳
幼

児
と
の
親
子
遊
び
や
父
親
同
士
の

交
流
な
ど
を
目
的
に
月
1
回
程
度

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
は
、
市
広
報
紙
や
掲
示
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ほ
ほ
え
み
!

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
支
援

心
と
体
ぐ
ん
ぐ
ん
元
気
!

子
ど
も
の
育
み
支
援

み
ん
な
の
力
で
!

ま
ち
ぐ
る
み
子
育
て
支
援

が
ん
ば
る
パ
パ
応
援
!

父
親
子
育
て
参
加
支
援

▲とよおかすくすくメッセージ
　〜あかちゃんといっしょ〜

▲そとあそび広場

▲小学生バレーボール教室

夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
!

子
ど
も
の
感
動
・

あ
こ
が
れ
支
援



市
政
の
動
き

　

  

12
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

11
月
25
日
、平
成
22
年
第
5
回
市

議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　
「
生
物
多
様
性
条
約
コＣ
ッＯ
プＰ
テ
ン10
」

へ
の
参
加
、「
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ

未
来
・
国
際
か
い
ぎ
」の
報
告
を

し
た
後
、
当
面
す
る
市
政
の
課
題

な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主
な
も
の

に
つ
い
て
、
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

       �
      

暮
ら
せ
る
ま
ち

○
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
円
山
川
橋
梁り
ょ
う

架
け
替
え

工
事
や
鳥
居
橋
の
架
け
替
え
、
中

郷
築
堤
な
ど
は
来
年
3
月
完
成
に

向
け
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
高
中
流
部
・
上
流
部
や
城
崎

地
域
の
無
堤
防
地
区
の
解
消
と
中

郷
区
遊
水
地
の
整
備
な
ど
は
、
今

年
度
策
定
予
定
の
河
川
整
備
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

○
蓼た

で

川
堰せ

き

改
修

　

蓼
川
堰
は
、
老
朽
化
し
、
ま
た

治
水
上
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
元
関
係
者
説
明
会

や
工
事
着
手
の
た
め
の
申
請
業
務

を
行
い
、
来
年
秋
か
ら
工
事
着
手

す
る
予
定
で
す
。

○
稲い

な

葉ん
ば

川
土
地
区
画
整
理
事
業

　

稲
葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
10
月
20
日
に
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

16
年
台
風
23
号
災
害
復
旧
に
関
わ

る
国
、
県
の
河
川
改
修
事
業
が
本

格
実
施
と
な
り
ま
す
。

○
特
定
健
康
診
査
に
係
る

　
　
　
　

自
己
負
担
額
の
無
料
化

　

特
定
健
康
診
査
は
、
医
療
保
険

者
に
義
務
付
け
ら
れ
た
生
活
習
慣

病
の
健
診
で
す
が
、
受
診
率
は
低

迷
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
は
受
診
者
の
利
益
に
な
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
費
の
抑
制

に
よ
る
国
民
健
康
保
険
全
体
の
利

益
に
つ
な
が
る
た
め
、
来
年
度
か

ら
自
己
負
担
額
を
無
料
に
し
、
受

診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行
開
始　

　

12
月
5
日
に
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の

運
行
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

運
行
範
囲
は
但
馬
管
内
と
し
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
補
完
す
る
も
の

と
し
て
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
日

没
30
分
前
ま
で
の
間
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
運
航
で
き
な
い
場
合
に
出

動
し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

　

9
月
30
日
、
国
か
ら
条
約
湿
地

の
国
際
基
準
を
満
た
す
国
内
の
潜

在
候
補
地
1
7
2
カ
所
が
発
表
さ

れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
を

支
え
る
湿
地
と
し
て「
円
山
川
下

流
域
お
よ
び
周
辺
水
田
」が
候
補

地
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
ル
ー
マ
ニ
ア
で
開

催
さ
れ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
Ｃ
Ｏ

Ｐ
11
で
の
登
録
に
向
け
、
法
的
担

保
と
地
元
賛
意
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち

○
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
推
進

　

ギ
リ
シ
ャ
時
間
の
10
月
3
日
、

現
地
の
会
議
で
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ

ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
一
層
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

ジ
オ
ガ
イ
ド
の
充
実
や
ジ
オ
ツ
ア

ー
の
誘
致
な
ど
を
行
い
、
観
光
客

の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
12
日
に
は
、
鳥
取

豊
岡
宮
津
自
動
車
道
の
余
部
道
路

が
開
通
予
定
で
あ
り
、
各
地
域
の

ジ
オ
サ
イ
ト
が
よ
り
巡
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

○
豊
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　

基
本
計
画
策
定

　
「
豊
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
委
員
会
」で
は
、

市
民
な
ど
の
意
識
調
査
結
果
を
反

映
し
、
年
内
に
目
指
す
べ
き
将
来

像
を
ま
と
め
ま
す
。
今
後
発
足
予

定
の「
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
」の
提
案
を
踏
ま
え
、
来
年
度

に
計
画
策
定
す
る
予
定
で
す
。

○
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

　

県
で
は
、
淡
路
島
を
除
く
県
内

地
域
の
シ
カ
の
推
定
生
息
数
を
約

14
万
頭
に
改
め
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
捕
獲
目
標
頭
数
を
年
間
3
万

頭
に
増
や
し
、
新
た
に
シ
カ
緊
急

捕
獲
拡
大
事
業（
狩
猟
期
間
中
の

捕
獲
に
対
し
て
一
定
の
報
償
費
を

交
付
）を
導
入
し
ま
し
た
。

  

市
は
、県
の
制
度
を
補
完
し
、独

自
の
報
償
費
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

  

ま
た
、イ
ノ
シ
シ
は
、今
年
度
か

ら
猟
期
が
1
カ
月
延
長
さ
れ
、
3

月
15
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、ク
マ
の
市
内
で
の
目
撃
・

痕
跡
情
報
は
5
0
0
件
を
超
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
情
報
提
供
に
努

め
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
地
取
得

　

12
月
に
は
地
権
者
説
明
会
が
開

か
れ
、
随
時
地
権
者
と
の
個
別
交

渉
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
は
、
早
期
に
道
路
建
設
工
事

に
着
手
で
き
る
よ
う
用
地
取
得
に

協
力
し
、
来
年
度
予
算
に
残
り
の

用
地
国
債
が
全
額
盛
り
込
ま
れ
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
併

せ
て
、全
線
早
期
完
成
を
目
指
し
、

同
自
動
車
道
の
必
要
性
を
強
く
訴

え
て
い
き
ま
す
。

○
豊
岡
市
道
路
整
備
計
画

　

緊
急
度
、
整
備
効
果
、
過
疎
対

策
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
10
年
間

を
計
画
期
間
と
し
た
道
路
整
備
計

画
を
今
年
度
内
に
策
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
の
維
持
補
修
は
、

こ
の
計
画
と
は
別
に
必
要
に
応
じ

て
行
い
ま
す
。

○
地
域
主
体
の
公
共
交
通
支
援

　
　
　
　
　
　

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

　

出
石
町
奥
山
地
域
で
、
今
月
8

日
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

約
半
年
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
期
間

内
に
検
証
を
行
い
、
一
定
の
利
用

が
あ
り
、
運
行
お
よ
び
管
理
業
務

を
支
障
な
く
地
元
が
受
託
で
き
る

こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
本
格
実

施
と
し
、来
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ナ
カ
ー
奥
山
線
の
和わ

屋や

・
奥
山
間
は
、
今
年
度
末
で
廃

止
し
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
定
住
促
進
事
業

　

昨
年
10
月
に
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
始
め
て
以
来
、
4
件
の
登
録

物
件
へ
の
移
住
が
実
現
し
、
1
件

が
交
渉
中
で
、登
録
物
件
以
外
の
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○
第
29
回
全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

�

豊
岡
大
会
の
開
催

　

第
29
回
全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
豊
岡
大
会
が
、
来
年
5
月
に

神
鍋
高
原
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
全
国
か

ら
約
70
チ
ー
ム
1
7
5
0
人
の
参

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
職
員
給
与
の
改
定

　

市
で
は
、
国
の
取
扱
い
に
準
拠

し
、
行
政
職
給
料
月
額
を
引
き
下

げ
る
と
と
も
に
、
行
政
職
給
料
表

の
一
定
級
以
上
で
55
歳
を
超
え
る

職
員
の
給
料
月
額
の
1
・
5
パ
ー

セ
ン
ト
を
減
額
、
期
末
・
勤
勉

手
当
を
年
間
で
0
・
2
月
分
減
額

す
る
こ
と
な
ど
の
関
係
条
例
改
正

案
、
特
別
職
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
年
間
0
・
2
月
分
減
ず
る

関
係
条
例
改
正
案
を
今
議
会
に
提

出
し
て
い
ま
す
。
議
員
の
期
末
手

当
お
よ
び
教
育
長
の
期
末
・
勤
勉

手
当
も
同
じ
減
額
と
な
り
ま
す
。

○
後
期
基
本
計
画
の
策
定

　

平
成
19
年
3
月
に
策
定
し
た
豊

岡
市
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画

の
計
画
期
間
が
来
年
度
で
終
了
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
5
カ
年
の

後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
り
、
来
年
1
月
に「
ま
ち
づ

く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
に
よ
る「
豊
岡
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
検
討
委

員
会
」を
設
置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
尊
重
し
つ
つ
、
計
画
策

定
に
必
要
な
調
査
、
研
究
、
素
案

の
作
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
が
6
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、市
で
も
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
に
よ
る
検
討
委
員

会
を
地
域
ご
と
に
立
ち
上
げ
、
過

疎
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
過
疎
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像

　
       �

             

制
作

　

大
交
流
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
多
く
の
人
に
対
し
、
豊
岡
が

ど
ん
な
所
か
を
知
ら
せ
、
訪
れ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
城

崎
、
竹
野
、
但
東
に
お
け
る
過
疎

地
域
固
有
の
自
然
や
風
土
な
ど
の

魅
力
を
外
部
に
発
信
す
る
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
映
像
を
制
作
し
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業　

　

実
施
設
計
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
11

月
中
に
積
算
を
終
え
る
予
定
で

す
。年
内
に
入
札
の
諸
手
続
き
を
進

め
、
今
年
度
内
に
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
事
務
局
、
政
策
調

整
部
、
総
務
部
、
市
民
生
活
部
な

ど
は
、
来
年
1
月
か
ら
仮
庁
舎
で

業
務
を
行
い
ま
す
。
現
議
場
で
の

市
議
会
は
今
議
会
が
最
後
で
す
。

○
水
道
料
金
の
見
直
し

　

9
月
に
答
申
を
受
け
た
水
道
料

金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、議
会
、

市
民
説
明
会
な
ど
の
意
見
を
踏
ま

え
、
経
費
の
圧
縮
を
行
い
、
答
申

よ
り
改
定
率
を
引
き
下
げ
、
平
均

改
定
率
23
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
の
案

と
し
、
今
議
会
に
提
出
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
な
金
額
は
、
月
10
立
方

メ
ー
ト
ル
を
使
う
標
準
的
な
単
身

ま
た
は
2
人
家
庭
の
場
合
、
月
額

1
6
8
円
、
14
・
5
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
、
月
20
立
方
メ
ー
ト
ル
を
使

う
標
準
的
な
4
人
家
庭
の
場
合
、

月
額
4
3
0
円
、
19
・
5
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
と
な
り
ま
す
。

○
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
行
動
指
針

�

　

                    

策
定

　

市
内
部
に
策
定
検
討
委
員
会
を

組
織
し
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

11
月
中
に
策
定
で
き
る
予
定
で

す
。
必
要
な
費
用
を
掛
け
る
の
で

あ
れ
ば
よ
り
大
き
な
成
果
を
生
み

出
す
、
同
じ
成
果
を
出
す
の
で
あ

れ
ば
よ
り
小
さ
い
費
用
で
成
し
遂

げ
る
。
こ
れ
が
市
役
所
の
組
織
文

化
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

○
受
益
者
負
担
の
適
正
化

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
同
種
の

も
の
、
重
複
す
る
も
の
な
ど
を
整

理
し
、
11
グ
ル
ー
プ
に
再
編
し
た

上
で
原
価
計
算
結
果
を
基
に
見
直

し
を
行
い
、市
営
駐
車
場
使
用
料
、

豊
岡
斎
場
使
用
料
の
2
件
の
料
金

を
改
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
公
民
館
や
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
、

幼
稚
園
保
育
料
は
、引
続
き
協
議
・

調
整
を
行
い
ま
す
。

　

手
数
料
、
雑
収
入
は
、
現
行
が

適
正
な
水
準
と
評
価
し
ま
し
た
。

○
円
高
・
デ
フ
レ
対
応
の
た
め
の

　
　
　
　
　

緊
急
総
合
経
済
対
策

　
「
地
域
活
性
化
、
社
会
資
本
整

備
、中
小
企
業
対
策
等
」と
し
て
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
地
方
交
付
税
の
増
額
や
学

校
な
ど
の
耐
震
化
の
推
進
の
ほ
か
、

き
め
細
か
な
交
付
金
や
住
民
生
活

に
光
を
注
ぐ
交
付
金
の
二
つ
の
内

容
の
地
域
活
性
化
交
付
金
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
で
は
国
の
予
算
成
立

後
速
や
か
に
実
行
で
き
る
よ
う
情

報
収
集
に
努
め
、
施
策
を
取
り
ま

と
め
て
い
ま
す
。

契
約
も
4
件
ま
と
ま
って
い
ま
す
。

　

こ
の
動
き
を
加
速
す
る
た
め
、

移
住
者
が
市
内
の
過
疎
地
お
よ
び

辺
地
集
落
の
空
き
家
改
修
を
行
う

場
合
に
改
修
費
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
は
対
象
経
費
の
4
分
の
3
以

内
、
上
限
1
0
0
万
円
で
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

　

現
在
、
23
小
学
校
区
で
27
ク
ラ

ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、新
た
に

来
年
度
か
ら
、奈
佐
小
学
校
区
、中

竹
野
小
学
校
区
に
開
設
し
ま
す
。

○
学
校
給
食
施
設
の
あ
り
方
計
画

　

11
月
に
豊
岡
市
学
校
給
食
施
設

の
あ
り
方
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
①
学
校
給
食
施
設

は
、
竹
野
施
設
を
今
年
度
末
で
廃

止
し
、豊
岡
施
設
に
統
合
②
出
石
・

但
東
を
管
轄
す
る
新
し
い
施
設
を

平
成
25
年
9
月
稼
動
を
目
途
に
出

石
に
建
設
し
、
完
成
と
同
時
に
従

来
の
但
東
施
設
・
出
石
施
設
を
廃

止
③
平
成
25
年
9
月
稼
動
を
目
途

に
豊
岡
施
設
に
炊
飯
施
設
を
増
設

④
合
わ
せ
て
、
各
施
設
規
模
に
応

じ
た
管
轄
校
の
変
更
、
で
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
平
成
25
年
9
月
に

は
豊
岡
、
日
高
、
出
石
の
3
施
設

と
な
り
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。
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市民の皆さんの身近な相談相手

民生委員 ･児童委員を紹介します
　３年に１度の一斉改選で、12月１日付けで新しく219人 (再任含む)の民生委員・
児童委員が就任されました。
　民生委員・児童委員の役割は｢①担当区域内の住民の実態や福祉需要を日常的に把
握すること②地域住民の抱える問題を、親身になって相談にのること③社会福祉の
制度やサービスを、住民に情報提供すること④住民と関係行政機関などとのパイプ
役を務め、住民が個々の必要に応じた適切な福祉サービスが受けられるよう支援す
ること｣です。なお、主任児童委員は、特定の区の担当はなく、児童福祉に関する事
項を専門的、広域的に担当していただきます。
　身近な民生委員・児童委員に気軽に相談ください。� 《問合せ》社会福祉課☎ 24-7033

〈敬称略〉

豊　岡　地　域
担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名

納屋、上佐野、佐野 戸田　則子

西花園

三宅美代子 福田、栃江 宮垣　燿
よう
子
こ

九日市上町 日村サチ子 谷下多惠子 福田 岡﨑　直美
九日市下町 岡田美智子 松下えみ子 森津、滝、新堂 成田　正記
九日市中町 渡邉　良子 呉座　幸

ゆき
榮
え 岩熊、江野、伊賀谷 岡本ノリ子

妙楽寺 矢崎小百合 宮島、一日市 岩本　匡弘 今森 長谷川　勲
毛利　宏美 船町、森、山本 青田　敏男 塩見　博己

塩津 宮垣伊久代 金剛寺、野上 伊﨑彌
や
壽
す
雄
お

江本 田淵　道弘
弥栄 足立　益美 口鶴井、下鶴井、赤石 峠　　尚代 宮田　勝芳

桜通
小西真知子 法花寺、鎌田、祥雲寺 岡　　廣幸 駄坂、木内、大篠岡 村尾　輝士
西垣　桂子 栄町 上原和喜惠 中谷、河谷、百合地 羽賀　正

まさ
老
とし

大磯 栗原　　博 下宮、日撫 寺坂美智子 市谷、中郷、引野 和田千鶴子
三坂 舩越　達三

上庄境
岩﨑　節子 圡渕、沖加陽、下加陽 山本　正行

旭、城上 中西　義雄 岡本　忠夫 清冷寺、伏、八社宮 角田　慈
じ
秀
しゅう

京口、新 松井　和子 中庄境、本庄境 黒坂　正己 小島 早川壽
す
美
み
榮
え

小尾崎、豊田 井上　喜正 梶原 黒田　賢市 瀬戸 三木　敏之
宵田、寺、久保 西垣きよみ

駅前
山本ゑり子 石橋　容子

本 川上　陽子 前田　嶺
れい
子
こ

津居山
塩濵　洋一

御陵 高木　通
みち
子
こ

正法寺 太田　省
しょう
子
こ 萬谷　祥代

滋茂、円山、中 小山　孟志 田口　壽
とし
子
こ 田結、気比 中田　惠

けい
子
こ

西本 丸岡　良子 戸牧 幸岡　礼子 気比 井藤　洋子
立野 橋本　和久 深山津代美 畑上、三原 宮部　　保
大開東、大開西 森田　万

ま
紀
き

高屋
岡本千栄子 内町、辻、船谷、目坂 田中　滿雄

生田東 野村　茂子 北村令
れ
依
い
子
こ 吉井、福成寺、野垣、大谷 中田　昭

しょう
榮
えい

生田西 西川　昭雄 三木　如
なお
子
こ 奥岩井、宮井、口岩井、庄 今井　克己

寿 三好　　章 上陰 中奥　留美 奥野、市場、三宅 馬場﨑和夫
永楽 山本　かよ 中陰 田中　幸男 香住 川端　英機
亀山、高雄 加藤　　稔 福井　光代 森尾、立石 秋和　光男
花園 田原　達夫

下陰
西村　充

みつ
春
はる 上鉢山、長谷、下鉢山、倉見 西村　雅行

桜木 幸岡　宏美 小田千惠子
小田井 井上　由美 北垣みちの

城　崎　地　域
担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名

元薬師 坂井　忠雄 喜多、長崎 谷垣　英夫 来日、円山 谷垣　政晴
湯の元、御所 片岡　豊子 南下、大谷、東山 河原二三男 簸磯、上山住宅、上山、二見 今井美惠子
宮本、元、柳 坂田文一郎 今津 垣添　　透 戸島、結 宮下　幸子
南上、南中、弁天 原田　安夫 桃島 児島　　均 楽々浦、飯谷 田中加代子
北松ヶ崎、南松ヶ崎、駅前 藤井　正道 旭、内島 萬谷　久司
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竹　野　地　域
担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名

三原 林　　広子 轟、鬼神谷、東大谷、金原 笹山　義仁 馬場町、下町 伊藤　京子
桑野本、川南谷、大森、須野谷 田仲　　信

あきら 芦谷、小丸、須谷 町田　直道 馬場町、中町 宇川　義和
御又、河内、門谷 岡田　隆男 和田、阿金谷 長坂　和枝 上町 後藤　茂子
床瀬、中村、下村 冨森　直文 羽入、松本、草飼 石部　道

みち
宣
のり 西町 橋岡津世子

小城、二連原、段、銅山 杉本　　章 駅前 明部　直身 切浜、浜須井、奥須井 片山　直子
坊岡、森本 冨森とも子 宇日、田久日 後藤　昭男
林、下塚 大部眞知子 東町 松岡　　操

日　高　地　域
担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名

松岡、土居 北見美智子 祢布 長谷川妙子 日置 小西　妙子
上郷 正木　　徹 宵田 山田　知代 日吉 小船　章夫
府市場、府中新 田結庄静子 岩中 伊藤　泰子 篠垣、伊府、佐田 和田　初栄
堀、野々庄 高原　義正 浅倉、赤崎 田尻　金

かね
敬
よし 知見、森山 齋藤まつ江

池上、西芝 上田　　晄
あきら 久斗 上坂タマヱ 栗山、観音寺 竹村美千代

上石、国府テラス 大植　邦夫 道場、久田谷 伊原　道夫 殿、羽尻 佐中智恵子
虹の街、竹貫 原　美喜雄 夏栗、久田谷 岡本　　勉 田ノ口、広井、猪子垣、荒川 村尾　敏子
藤井、奈佐路、谷、中 井上　春夫 国分寺 正垣　　稔 芝、野、庄境 和田　博明
猪爪、八代、河江、小河江、大岡 林　　悦子 水上、国分寺 多田みゑ子 十戸、頃垣、石井 長岡眞由美

江原 福井　光
みつ
繼
き 山本 八木　信

のぶ
餘
よ 山宮、栃本 佐伯加代子

長岡　玲子 鶴岡 藤本　令子 太田、名色 森　　芳明

東構 佐々木洋子 日高 谷本　利光 万場、栗栖野、東河内 田中　明子
小和田紀子 北田　健三 山田、万劫、稲葉、水口 西村　弘美

出　石　地　域
担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名

谷山、下谷、材木 三好　朋子 川原 種野　千鶴 日野辺、寺坂 岸本　隆男
魚屋、東條 宮﨑　英一 松枝、弘原 石田　和正 水上、長砂、鳥居 川口　義昭

寺町 安保　徐子 細見、荒木 加藤　尹
まさ
弘
ひろ 森井、丸中、大谷 多田　利子

大門　敏夫 平田、福見、暮坂 水島　五美 三木、片間 宮下　洋子
八木、本町 由良　法

のり
子
こ 鍜冶屋、中村 川原田堅一 伊豆、福居 河本なみ子

宵田 中西　郁夫 福住 吉岡　嘉
よし
之
ゆき 嶋、田多地、安良 水嶋　明美

内町、田結庄 濱中　壽
よし
雄
お 坪口、榎見、和屋、奥山 徳網　武男 宮内 栁澤安

あ
喜
き
夫
お

小人、柳 石田惠美子 百合、上野、中野 石原　正利 袴狭 堀　　　齊
ひとし

川原 中村　信
のぶ
和
かず 桐野 深田　崇

たか
子
こ 口小野、奥小野 中村　富藏

但　東　地　域
担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名 担　　当　　区 氏　名

如布 宮垣　洋子 東里、西野々、高龍寺 井地　弘子 正法寺、平田 板生知久代
赤野 古川　道生 水石、畑 橋本　忠司 栗尾 田中　重雄
虫生、坂野 山本　弘之 矢根 家城　昌夫 佐田、久畑 堂本　昌彌
奥赤、赤花 渡邉　直治 奥矢根、出合市場、南尾、出合 浅貝　和子 後、東中、小坂 木村　　晃
坂津、赤花 奥田　千春 河本、西谷、天谷 松岡真由美 大河内、薬王寺 森　　弘之
畑山 橋本　道江 佐々木、相田、小谷 衣川ゆき子
日向、木村、太田 野村　雪子 三原、唐川 植田　節美

主任児童委員
担　当　地　域 氏　名 担　当　地　域 氏　名 担　当　地　域 氏　名

豊岡地域
宮垣　明子 竹野地域 小高希世子 出石地域 岩田　芳枝
深山　義行 古保　初代 但東地域 小山　千尋
西村　貴子 日高地域 吉谷美智子 大石　義博

城崎地域 植村ひとみ 松原　幸子
杉本　敬子 出石地域 矢立世志子
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
、
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
）を
所
有
し
て
い
る
方
が

そ
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
る

税
金
で
す
。
平
成
22
年
中
に
、
次

の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

必
ず
申
告
く
だ
さ
い
。

▽
土
地
・
家
屋

･
土
地
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た

場
合（
農
地
を
埋
め
立
て
て
駐

車
場
や
資
材
置
き
場
に
し
た
場

合
な
ど
）

･
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

･
家
屋
の
用
途
変
更
が
あ
っ
た
場
合

（
専
用
住
宅
を
工
場
や
事
務
所

に
し
た
場
合
な
ど
）

･
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
の
所
有

者
が
変
わ
っ
た
場
合（
売
買
・
相

続
な
ど
）

･
そ
の
他
、
平
成
22
年
4
月
に
送

付
し
た﹁
課
税
明
細
書
﹂の
内
容

と
比
べ
て
変
更
が
あ
っ
た
場
合

※
登
記
が
完
了
し
た
異
動
の
申
告

は
不
要
で
す
。

▽
償
却
資
産　

償
却
資
産
課
税
台

帳
に
資
産
登
録
が
あ
る
方
に
は
、

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
申
告
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
資
産（
機
械
・
備
品

な
ど
）の
購
入
、
廃
棄
、
ま
た
は

事
業
の
廃
業
な
ど
の
変
更
を
申

告
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
産
の

異
動
が
な
い
場
合
も
申
告
く
だ

さ
い
。

･
平
成
22
年
中
に
新
た
に
事
業
を

始
め
た
方
で
、
市
か

ら
申
告
書
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
平
成
23
年
度
申
告
か
ら（
社
）

地
方
税
電
子
化
協
議
会
が
運

営
す
る
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム（
eエ
ル
タ

ッ

ク

ス

L
T
A
X
）の
利
用

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

e
L
T
A
X
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.eltax.jp/

　
﹁
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
﹂
の
認
定
を
受

け
て
新
築
さ
れ
た
長
期
優
良
住
宅

は
、
次
の
と
お
り
固
定
資
産
税
を

減
額
し
ま
す
。

▽
減
額
要
件　

次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
住
宅
で
す
。

･
同
法
の
施
行
日（
平
成
21
年
6

月
4
日
）以
降
に
新
築
さ
れ
た

住
宅

･
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上（
一
戸
建
て
以
外

の
賃
貸
住
宅
は
40
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
）2
8
0
平
方
メ
ー
ト
ル

以
下
の
住
宅

･
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
居
住
部

分
の
割
合
が
全
体
の
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上

※
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
な
ど
の

詳
細
は
、
兵
庫
県
県
土
整
備
部

住
宅
建
築
局
住
宅
政
策
課
︹
☎

0
7
8
－
3
6
2
－
3
5
8
1

（
直
通
）︺
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
減
額
範
囲
お
よ
び
税
額　

居
住

部
分
の
床
面
積
1
2
0
平
方

メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
を
限
度

と
し
て
、当
該
家
屋
の
固
定
資
産

税
の
2
分
の
1
を
減
額
し
ま
す
。

※
こ
の
減
額
措
置
は
、
新
築
住
宅

の
減
額
措
置
と
重
複
し
て
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
減
額
期
間

･
一
般
住
宅（
左
記
以
外
の
住

宅
）は
、
課
税
開
始
年
度
分
か

ら
5
年
度
分

･
3
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住

宅
な
ど
は
、
課
税
開
始
年
度
分

か
ら
7
年
度
分

▽
減
額
手
続
き　

新
築
し
た
年
の

翌
年
の
1
月
31
日
ま
で
に
、
次

の
2
つ
の
書
類
を
提
出
く
だ
さ

い
。

･
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
固

定
資
産
税
減
額

適
用
申
告
書

･
認
定
通
知
書
の

写
し

･
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
減
額
措

置
･
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
減
額
措
置

･
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

伴
う
減
額
措
置

　

そ
れ
ぞ
れ
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
改
修
工
事
︹
工
事
費
用

（
補
助
金
な
ど
を
除
く
）の
合
計

が
30
万
円
以
上
︺
を
行
っ
た
場
合
、

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

工
事
が
完
了
し

た
日
か
ら
3
カ

月
以
内
に
申
告

く
だ
さ
い
。
詳

細
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

︽
問
合
せ
︾
税
務
課
資
産
税
係

☎
21
－
9
0
4
6
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課

Q
償
却
資
産
と
は
何
で
す
か
?

A
会
社
や
個
人
が
事
業
を
営
む

た
め
に
所
有
し
て
い
る
機
械
・

器
具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

土
地
・
家
屋
と
同
じ
く
固
定
資

産
税
が
掛
か
り
ま
す
。

Q
申
告
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
す
か
?

A
市
内
に
償
却
資

産
を
所
有
の
方
は
、

地
方
税
法
に
基
づ

き
、
毎
年
1
月
1

日
現
在
の
資
産
の
所
有
状
況
を

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Q
ど
ん
な
資
産
が
対
象
で
す
か
?

A
原
則
と
し
て
、決
算
時
に
減
価

償
却
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ
る

も
の
は
、す
べ
て
対
象
と
な
り
ま

す
。た
だ
し
、﹁
家
屋
﹂と
し
て
固

定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
も
の
、

車
両
の
う
ち
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
の
対
象
と
な
る
も
の
は

申
告
か
ら
除
き
ま
す
。

Q
新
規
開
業
し
ま
し
た
が
申
告
は

ど
う
す
る
の
で
す
か
?

A
平
成
22
年
中
に
、新
し
く
事
業

を
始
め
た
方
は
、市
か
ら﹁
申
告

書
﹂を
送
付
し
ま
す
の
で
、連
絡

く
だ
さ
い
。

異
動
申
告
は

平
成
23
年
1
月
20
日
ま
で
に
!

認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る

減
額
制
度

住
宅
改
修
に
伴
う
減
額
措
置

知
っ
て
納
得
!
固
定
資
産

︵
償
却
資
産
︶の
Q
&
A
!
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
追
加
!

　

市
消
防
本
部
で
は
、公
立
豊
岡
病
院
か
ら
緊
急
出
動
し
た
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
と
、患
者
を
乗
せ
た
救
急
車
と
の
合
流
を
円
滑
に
行
う
た

め
の
合
流
地
点「
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト（
場
外
離
着
陸
場
）」を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
新
た
に
37
カ
所
追
加
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》消
防
本
部
警
防
課
☎
24
－
1
1
1
9

　

病
気
や
事
故
な
ど
の
発
生
現
場

か
ら
で
き
る
だ
け
近
い
場
所
で
1

秒
で
も
早
く
医
師
の
処
置
を
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、ラ
ン
デ
ブ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
37
カ
所
追
加
し
ま
し

た（
市
内
で
は
合
計
89
カ
所
）。

　

市
消
防
本
部
で
は
、病
気
や
事

故
な
ど
の
発
生
時
に
、現
場
近
く

の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
消
防

車
な
ど
を
出
動
さ
せ
ま
す
が
、ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
を
安
全
に
離
着
陸
さ

せ
る
た
め
に
、皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
時
に
は

･
消
防
職
員
の
指
示
に
従
い
、ラ

ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
内
か
ら
速

や
か
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

･
ヘ
リ
が
着
陸
し
て
か
ら
離
陸
す

る
ま
で
は
、二
次
災
害
防
止
の

た
め
、絶
対
に
ヘ
リ
に
近
寄
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

市内ランデブーポイント一覧（89カ所）

地域 名称 所在地

豊　

岡

雲澤寺南側広場 奥野
神美小学校グラウンド 三宅
オフテクス豊岡第2工場研究所 神美台東海バネ工業豊岡神美台工場
田鶴野小学校グラウンド 野上
三江小学校グラウンド 庄境
新田小学校グラウンド 河谷
豊岡北中学校グラウンド 中陰
円山川運動公園 圡渕中筋小学校グラウンド
奈佐小学校グラウンド 吉井
日和山観光（株）第３駐車場 瀬戸
港東小学校グラウンド 気比
港中学校グラウンド 気比
気比浜キャンプ場（西側芝生部分）気比
兵庫県立円山川公苑 小島

城　

崎

菊屋島運動公園 城崎町桃島
城崎中学校グラウンド 城崎町湯島
城崎小学校グラウンド 城崎町湯島
さくらの名所公園 城崎町楽々浦

竹　

野

切濱浄化センター西側空地 竹野町切浜
竹野B&G海洋センター東側空地 竹野町竹野
旧竹野中学校跡地 竹野町竹野
竹野中学校グラウンド

竹野町竹野
竹野浜新堤防
竹野小学校グラウンド
休暇村竹野海岸駐車場
青井浜
竹野中央公園グラウンド 竹野町須谷
中竹野小学校グラウンド 竹野町轟
森本中学校グラウンド 竹野町森本
竹野南小学校グラウンド 竹野町御又
ふるさと生きがいセンター北側広場 竹野町椒
サントピアあすなろ前広場 竹野町三原
旧大森小学校跡地 竹野町桑野本

日　

高

奥神鍋駐車場 日高町山田
神鍋高原芝生グラウンド 日高町山田
西気小学校グラウンド 日高町東河内
うえ野平パーキング 日高町太田
神鍋高原太田グラウンド 日高町太田
栗栖野中央駐車場 日高町栗栖野
栗栖野グラウンド 日高町栗栖野栗栖野駐車場
万場駐車場 日高町万場
名色第6駐車場

日高町名色名色総合グラウンド
神鍋野外スポーツ公園芝生グラウンド
山宮グラウンド 日高町山宮
清滝小学校グラウンド 日高町山宮
羽尻活性化センター 日高町羽尻

地域 名称 所在地

日　

高

湯の原温泉オートキャンプ場第2駐車場 日高町羽尻
三方小学校グラウンド 日高町栗山
日高西中学校グラウンド 日高町庄境
植村直己記念スポーツ公園 日高町野
日高小学校グラウンド 日高町岩中
日高高等学校グラウンド 日高町岩中
日高東中学校グラウンド 日高町水上
国府ふれあい公園 日高町堀
府中小学校グラウンド 日高町野々庄
八代小学校グラウンド 日高町中

出　

石

寺坂小学校グラウンド 出石町日野辺
出石総合グラウンド 出石町福住
福住小学校グラウンド 出石町福住
出石中学校グラウンド 出石町弘原
弘道小学校グラウンド 出石町寺町
出石高等学校グラウンド 出石町下谷
菅谷地区公民館 出石町荒木
ひぼこホール駐車場 出石町水上
小坂小学校グラウンド 出石町鳥居
出石川防災センター駐車場 出石町袴狭
竃神社南広場 出石町口小野小野小学校グラウンド

但　

東

赤花農村公園 但東町赤花
口藤農村公園 但東町口藤
日本・モンゴル民族博物館駐車場 但東町中山
資母小学校グラウンド 但東町中山
河之辺公園 但東町大河内
高橋小学校グラウンド 但東町久畑
高橋地区公園 但東町栗尾
但東スポーツ公園 但東町正法寺たんとうシルクドーム
唐川農村公園 但東町唐川
但東中学校グラウンド 但東町三原
但東中学校職員駐車場 但東町三原
合橋小学校グラウンド 但東町出合市場
河本公園 但東町河本
矢根農村公園 但東町矢根
奥矢根農村公園 但東町奥矢根
水石農村公園 但東町水石

■■部分は追加分



広報とよおか　2010.12.25 14

私
た
ち
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
⑥

ち
ょ
っ
と
き
ん
せ
ー『
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー
』

す
ま
い
る
ひ
ろ
ば（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
）

あ
ゆ
み
の
広
場

　

城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー
は
、平
成
23
年
1
月
に
城
崎
総
合
支
所
2

階
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。木
の
ぬ
く
も
り
あ
る
居
心

地
の
い
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を
、ち
ょ
っ
ぴ

り
早
く
、自
主
サ
ー
ク
ル「
あ
っ
ぷ
っ
ぷ
」が
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー
☎
32

－

4
6
6
6

『
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
行
動
指
針
』

を
策
定
し
ま
し
た

◆
絶
え
ず
コ
ス
ト
を
強
く
意
識
し

て
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
行
動
の
指
針

◆
コ
ス
ト
削
減
、生
産
性
向
上
等

に
係
る
具
体
的
な
取
組
み

※
個
々
の
具
体
的
な
取
組
み
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
用
ト
イ
レ

自
主
サ
ー
ク
ル

　

第
2
次
行
政
改
革
大
綱
の
取
組
課
題
で
あ
る「
職
員
の
意
識
改
革
」

の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、コ
ス
ト
を
意
識
し
た
行
動
様
式
を
市
の

組
織
文
化
と
す
る
た
め
、「
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
行
動
指
針
」を
策
定

し
ま
し
た
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、中
堅
職
員
を
中
心
に
策
定
検
討
委
員
会
を

組
織
し
、指
針
に
は
、全
体
的
な
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
み
、全
職
員

が
絶
え
ず
コ
ス
ト
を
強
く
意
識
す
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、日
常
的
に

取
り
組
む
べ
き
内
容
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
項
目
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》政
策
調
整
課
行
政
改
革
係
☎
21

9
0
2
2

たくさんの手作り遊具
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　忘年会や新年会などのイベントも多く、大みそかの晩さん、お節料理など、
食べ過ぎや飲み過ぎで胃腸に負担が掛かりやすいので注意しましょう。
●大皿料理は、食べる分だけ取り分ける
●ゆっくり、よくかんで食べる
●食べ(飲み)過ぎたら、次の食事は控える

健康川柳

休肝日　気遣う妻の　指示事項
寿　昭  

※２０１０とよおか健康川柳応募作品から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん
豊岡市マスコット 豊岡市マスコット

　市では、豊岡市健康行動計画｢とよおか健康ぷらん２１｣で朝ごはんの大切さを挙げ、｢家族そろっ
て朝ごはんを食べるようにしよう｣を目標の１つとしています。
　そのため、市内の４・５歳児と保護者を対象に、家族(子どもと保護者)で一緒に作る｢かんたん朝
ごはんレシピ｣を募集し､ コンテストを開催しました。
　コンテストの優秀作品と食育コラムを６回シリーズでお伝えします。

《問合せ》健康増進課☎24－1127

食で健康づくりを応援③

～元気なからだの分かる力を育もう～

食育コラム 年末年始の過ごし方

【食育】を考える
食育とは…生きる力を育むこと

　新しい年を迎えるため、年に１度のいつもとは違う貴重な体験ができる反面、｢特別だから｣と、つい不
規則になりがちです。子どもも大人もこの乱れやすい時期を上手に乗り切り、元気なからだで、楽しい年
末年始を過ごしましょう。 

朝ごはんレシピコンテスト優秀作品

受賞者（桶
おけ

生
しょう

美樹さ
ん・瑛

えい

心
しん

くん・奏
そう

和
わ

ちゃ
ん親子）の声

　料理を作る作業を子
どもに見せ、どのように
して完成するかを教え
ることで、食や料理に興
味を持たせるように心
掛けています。そのため
にキッチンには子ども
用の踏み台を置いてい
ます。

朝ごはんメニュー(１食分)
◎ まん丸玄米おにぎり
● トマトとキウイのサラダ
● 豆腐とキノコとワカメの
　 豆乳スープ

朝ごはん作りのポイント

作り方
①　玄米ごはんを炊いておく。
②　卵パックに小さく切ったのりを入れ、玄
米ごはんを入れる。

③　具をのせ、さらに玄米ごはんをかぶせて
のりを置く。パックを閉じて両手で押さ
えながら上下に振り、まん丸におにぎり
を作る。

まん丸玄米おにぎり

材料（４人分）
玄米ごはん　茶碗4杯分
（精白米200g：玄米100gの割合で炊いたもの）
サケフレーク、ごま、つくだ煮昆布
それぞれ適量
味付けのり　４枚
卵パック（きれいに洗ったもの）

　家族そろって囲む食卓の良さを見直し、日本の伝統行事や食文化を伝えながら、健全な食生活を実践で
きるようにしましょう。

　祝い肴
さかな

三種(田作りまたはたたき
ゴボウ、数の子、黒豆)、雑煮、煮しめ
(レンコン、クワイ、サトイモなど)
には｢五穀豊

ほう

穣
じょう

、子孫繁栄、健康長
寿」の願いが込められています。

　正月(節句)に備えて年明けまで
に用意されるお祝いの料理のこと。

なるほど！「お節料理」

ごはん中盛り（160g） もち２個
（100g）

ビール大瓶１本弱 鶏の空揚げ（80g）

＝ ＝ ＝

どれも
240kcal
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市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
って

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と
お

り
公
売
し
ま
す
。

■
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
競
り
売
り

■
参
加
申
込
期
間　

1
月
7
日

（
金
）午
後
1
時
〜
21
日（
金
）

午
後
11
時

■
競
り
売
り
期
間　

1
月
27
日

（
木
）午
後
1
時
〜
30
日（
日
）

午
後
11
時

■
代
金
納
付
期
限　

2
月
10
日

（
木
）午
後
3
時

■
公
売
物
件

　

掛
軸
、自

動
車
な
ど

15
点（
予

定
）

■
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す

（
1
月
7
日
公
開
予
定
）。

　

http://koubai.auctions.yahoo.
co.jp/hyg_toyooka_city

■
参
加
資
格　

国
税
徴
収
法
で
規

定
さ
れ
る
場
合
な
ど一部
の
例
外

を
除
き
、20
歳
以

上
の
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、公
売
保
証
金
の
納

付
が
必
要
と
な
り
ま
す（
公
売

保
証
金
不
要
物
件
を
除
く
）。

■
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w

.city.toyooka.
lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の公

売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
下
見
会
を
開
催
し
ま
す
。

落
札
し
た
物
件
は
返
品
で
き
ま
せ

ん
の
で
、事
前
に
よ
く
見
て
参
加
く

だ
さ
い
。参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

1
月
15
日

（
土
）午
前
10
時
〜

午
後
3
時

▽
場
所　

市
役
所
南
庁
舎　

1
階

※
大
型
物
件
は
、下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。下
見
を
希
望
の
方
は
、

税
務
課
収
税
係
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。日
程
な
ど
を
調
整

し
ま
す
。

《
問
合
せ
》税
務
課
収
税
係（
公
売

担
当
）☎
23

－

1
1
1
8

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
が

届
き
ま
す

　

国
民
年
金
、厚
生
年
金
お
よ
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
す
る
年

金
は
、所
得
税
法
上「
雑
所
得
」と

し
て
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、日
本
年
金
機
構
か

ら
平
成
22
年
分
の
源
泉
徴
収
票
が

1
月
末
ま
で
に
年
金
受
給
者
へ
発

送
さ
れ
ま
す
。

※
障
害
年
金
、遺
族
年
金
は
非
課

税
の
た
め
、源
泉
徴
収
票
は
発

送
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
は

・
1
年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の

総
額

・
社
会
保
険
料
の
金
額（
介
護
保

険
料
額
な
ど
）

・
源
泉
徴
収
税
額

・
控
除
内
容

■
確
定
申
告
の
添
付
書
類
に

　

2
つ
以
上
の「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」を
提
出
し
て
い
る
方
や
、年

金
以
外
に
給
与
な
ど
の
所
得
が
あ

る
方
、ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
の

雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
方
な
ど
は
、

確
定
申
告
の
際
に
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
再
交
付

　

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
、豊
岡
年
金
事
務
所
で
再
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ

の
場
合
、年
金
証
書
を
持
参
く
だ

さ
い
。な
お
、代
理
者
の
場
合
は
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
が

必
要
で
す
。

※
源
泉
徴
収
票
が
届
か
な
い
場
合

は
、下
記「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き

　

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、本
人

が
死
亡
す
る
と
な
く
な
り
ま
す
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
、「
死
亡
届
」を
提

出
く
だ
さ
い
。こ
の
手
続
き
が
遅

れ
る
と
、年
金
を
多
く
受
け
取
り

過
ぎ
て
、後
で
返
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、亡
く
な
っ
た
方
が
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ

る
と
き
は
、生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
遺
族
の
方
か
ら
の
請
求

で
そ
の
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
請
求
で
き
る
遺
族
の
範
囲
・
順

位
…
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
・

祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
年

金
証
書
・
認
印
・
請
求
者
の
口

座
・
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
お
知
ら
せ

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
く
だ
さ
い
。

●
1
月
8
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
1
月
4
日（
火
）・
11
日（
火
）・
17

日（
月
）・
24
日（
月
）・
31
日（
月
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

国
民
年
金
か
ら
の

お
知
ら
せ
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表
が
正
し

か
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た

ん
じ
ゃ
。そ

こ
で
、玄
武

洞
の
石
が
で

き
た
時
代
を

含
む
約
2
6
0
万
年
前
〜
約
70
万

年
前
の
期
間
が
、研
究
し
た
先
生

に
ち
な
ん
で「
松
山
逆
磁
極
期
」と

名
付
け
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
。

　

現
在
を
含
む「
第
四
紀
」と

い
う
地
質
時
代
の
始
ま
り
は
約

2
6
0
万
年
前
と
さ
れ
て
お
る
が
、

こ
れ
は
松
山
逆
磁
極
期
を
基
準
に

定
め
ら
れ
た
の
じ
ゃ
。

　

つ
ま
り
、第
四
紀
と
い
う
時
代

は「
玄
武
洞
が
世
界
基
準
」と
な
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ぞ
。

　

ま
た
、岩
石
に
残
っ
た
磁
石
の

研
究
は
、現
在
の
地
球
科
学
の
発

達
に
大
き
く
貢
献
し
た
ん
じ
ゃ
。

　

1
年
間
掲
載
し
て
き
た「
教
え

て『
玄
さ
ん
』」も
、今
回
で
最
終

回
じ
ゃ
。わ
し
も
、ち
と
寂
し
い
が
、

こ
れ
か
ら
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
P
R

を
頑
張
る
ん
で
、み
ん
な
も
応
援

し
て
く
れ

よ
。

る
方
法
を
考
え
て
行
動
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。4
年
後
、8
年
後

で
は
な
く
、人
類
の
続
く
限
り「
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
」を
続
け
て
い
く
覚

悟
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
昔
前
、世
界
自
然
保
護
基

金（
W
ダ
ブ
リ
ュ
ー

W
ダ
ブ
リ
ュ
ー

Fエ
フ

）で
言
わ
れ
た「
地

球
規
模
で
考
え
地
域
か
ら
実
践

し
よ
う
！（T

シ

ン

ク

hink G

グ
ロ
ー
バ
リ
ー

lobally 
A

ア
ク
ト

ct L

ロ
ー
カ
リ
ー

ocally

）」と
い
う
標
語
こ

そ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
理
念
な
の
で
す
。

　

近
い
将
来
、
ジ
オ
サ
イ
ト
や
ア

ク
セ
ス
道
路
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
に
も
増
し
て
ソ
フ
ト

面
で
の
充
実
も
急
が
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
昨
今
、
問
題
に
な
っ
て

い
る
生
態
系
の
保
護
も
、
動
物

の
保
護
一
辺
倒
で
は
な
く
、
適

正
な
数
に
調
整
す
る
と
い
う
こ

と
も
大
事
な
一
面
と
い
え
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、一
人
ひ
と
り「
地

球
環
境
を
意
識
し
て
生
き
る
」こ

と
で
す
。
今
回

で
2
年
間
掲
載

し
ま
し
た
、ジ
オ

パ
ー
ク
シ
リ
ー

ズ
を
終
了
し

ま
す
。
今
後
も

取
組
み
に
、理

解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアが「山陰海岸ジオパーク」として、世界ジオ
パークに認定されました。このジオパークについて、市のジオパーク
普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三木武行が、シリー
ズで紹介してきました。今回は最終回です。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�  世界ジオパークになって②［最終回］

　

地
球
に
は
最
初
、
酸
素
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
30
億
年
前
か
ら

海
の
中
で
ス
ト
ロ
マ
ト
ラ
イ
ト
と
い

う
藻
類
が
炭
酸
同
化
作
用
に
よ
っ

て
酸
素
を
作
り
、
加
え
て
陸
上
に

現
れ
た
植
物
が
大
量
に
酸
素
を
作

り
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
生
ま

れ
た
動
物
や
植
物
は
、
互
い
に
影
響

し
な
が
ら
多
様
に
進
化
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
人
類
は
地
球
の
生
態
系

の
頂
点
に
位
置
し
、
地
球
環
境

を
も
変
化
さ
せ
る
ほ
ど
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
手
に
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
人
類
の
エ
ゴ
に
よ
っ
て
、
気

象
や
生
態
系
に
変
化
や
破
壊
が
起

き
始
め
て
い
ま
す
。
太
陽
系
第
三

惑
星
で
あ
る
地
球
の
寿
命
は
、
あ

と
50
億
年
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
人
類
の
寿
命
は
残
り

い
く
ら
で
し
ょ
う
か
。
次
の
世
代

に
つ
け
を
回
さ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
こ
そ
地
球
環
境
を
守
り
な
が

ら
、私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
す

●
玄
武
洞
が
世
界
基
準
!

　

火
山
岩
は
、冷
え
て
固
ま
る
と

き
に
弱
い
磁じ

石し
ゃ
く

に
な
る
ん
じ
ゃ
。

中
で
も
玄
武
岩
は
磁
石
に
な
り
や

す
い
と
い
わ
れ
て
お
る
。も
ち
ろ

ん
地
球
の
上
で
は
N
極
が
北
を
向

く
こ
と
に
な
る
が
、特
別
な
設
備

が
な
い
と
測
れ
な
い
ほ
ど
弱
い
磁

石
な
ん
じ
ゃ
。

　

大
正
時
代
、偉
い
先
生
が
そ
の

弱
い
磁
石
を
測
っ
た
ん
じ
ゃ
。す

る
と
、わ
し（
玄
武
洞
の
石
）は
今

と
反
対
に
N
極
が
南
を
向
い
て
お

る
ら
し
い
。不
思
議
じ
ゃ
の
う
。そ

の
先
生
が
玄
武
洞
と
近
い
年
代
に

噴
火
し
た
日
本
や
朝
鮮
半
島
の
石

は
N
極
が
南
を
向
い
て
お
る
こ
と

を
発
見
し
、「
1
6
0
万
年
前
は
地

球
の
磁
石
は
今
と
逆
だ
っ
た
」と

発
表
し
た
そ
う
じ
ゃ
。

　

当
時
の
学

者
は
誰
も
信

じ
な
か
っ
た

が
、そ
の
後

研
究
が
進
む

に
つ
れ
て
発

　
　
　

　

げ
ん

世界の

▲玄武洞公園

▲ジオガイド（玄武洞）

▲生命は海から（日和山海岸）

〈
最
終
回
〉

▲火山岩の磁化
溶岩

N

N

方位磁石
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【非常勤嘱託職員】

豊岡市非常勤嘱託職員募集のお知らせ
職　種 募集人数 応募資格 職務内容等 勤務条件

宿日直員 １人程度 　健康で庁舎における管
理用務に意欲のある方

　本庁での宿直およ
び日直業務

報酬：日額6,600円
勤務日等：月13日程度勤務（ロー
テーション勤務）

徴収員 １人

　し尿処理制度の目的を
理解し、仕事に対して意
欲のある方で、普通自動
車運転免許所持者

　し尿処理手数料の
徴収業務

報酬：月額153,800円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

福祉支援員 １人
　保健師の資格所持者ま
たは平成23年３月末まで
に取得できる方

　精神障害者支援な
ど福祉業務

報酬：月額171,900円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

要介護認定
調査員 １人程度

　要介護認定調査に意欲
があり、普通自動車運転免
許所持者（ケアマネージャー、
保 健 師 、看 護 師 、介 護 福
祉士、社会福祉士は優遇）

　市内における介護認
定調査（訪問）、調書
作成など

報酬：月額153,800円
有資格者は月額159,700円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

介護支援
専門員 １人

　介護支援専門員資格所
持者または平成23年３月
末までに取得できる方

　介護保険制度にか
かる介護予防支援業
務および要介護認定
調査業務

報酬：月額159,700円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

保健指導員 １人

　管理栄養士または保健
師のいずれか資格所持者、
もしくは平成23年３月末
までに取得できる方

　特定健診、特定保
健指導など業務

報酬：管理栄養士 月額159,700円
　　　保健師 月額171,900円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

ポンプ
操作員 ２人

　危険物取扱者免状乙種
第４類の所持者または平
成23年３月末までに取得
できる方

　市内の排水機場で
のポンプなど操作お
よび業者点検の立会、
設備の保守管理、施
設の清掃管理

報酬：月額148,000円
勤務日等：週５日（38.75時間）勤
務、休日は土・日曜日の週２日（出
水時は曜日、時間に関係なく勤務
いただきます）

建築技師 １人

　高等学校以上の学校にお
いて、建築職に必要な専門
課程を修めて卒業した方ま
たは平成23年３月末までに
卒業見込みの方（１級また
は２級建築士は優遇）

　建築設計、監理な
どの業務

報酬：月額153,800円
有資格者は月額159,700円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

登記専門員 １人 　登記事務の経験のある
方

　登記の手続きに必
要な調査、資料の収
集、登記関係事務の
処理などの業務

報酬：月額153,800円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

用務員 １人
　健康で庁舎の清掃・管
理などに対して意欲のあ
る方

　出石総合支所にお
ける清掃などの庁舎
管理業務

報酬：月額148,000円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

指導補助
教員 １人

　小学校教諭免許所持者
または平成23年３月末ま
でに取得できる方

　小学校での課題解
決に向けた教育の推
進補助業務

報酬：月額159,700円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

特別支援
教育介助員 １人

　幼稚園教諭、小学校教
諭または中学校教諭の免
許所持者

　特別支援学級等で
の支援業務

賃金：幼稚園…日額6,100円
　　　小・中学校…日額7,400円
勤務日等：週５日（幼稚園は30時
間、小・中学校は35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

校務員 ３人程度 　健康で学校における校
内用務に意欲のある方

　市内各小・中学校
における用務

報酬：月額148,000円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日
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市
教
育
委
員
会
で
は
、市
内
す

べ
て
の
小
･
中
学
校
で「
豊
か
な

心
を
は
ぐ
く
む

読
書
活
動
の

推
進
」を
目
標

に
掲
げ
、読
書

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ

の
取
組
み
の
一
つ
に「
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
フ
ィ
フ
テ
ィ
」が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
読
書
週
間（
10
月
27
日

〜
11
月
9
日
）に
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
フ
ィ
フ
テ
ィ　

学
校
表
彰
」

を
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、全
校

読
書
や
読
書
習
慣
の
定
着
を
図
る

た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
児
童
・

生
徒
数
の
割
合
が
全
校
児
童
・
生

徒
数
の
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達

し
た
学
校
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

◆
今
回
の

　
　
　

表
彰
校

・
中
筋
小
学
校

・
八
代
小
学
校

・
福
住
小
学
校

・
高
橋
小
学
校

・
中
竹
野
小
学
校

　

各
家
庭
で
も
子
ど
も
た
ち
が
進

ん
で
読
書
活
動
に
取
り
組
む
気
運

を
高
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》こ
ど
も
教
育
課

　

☎
23
－
1
4
5
2

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
読
書
活
動
を
推
進

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
フ
ィ
フ
テ
ィ
」

▼

高
橋
小
学
校

▼

八
代
小
学
校

▼

中
竹
野
小
学
校

▼

福
住
小
学
校

▼

中
筋
小
学
校

【非常勤嘱託職員（障害者対象）】

職　種 募集人数 応募資格 職務内容等 勤務条件

子育て総合
センター
指導員

１人

　保育士資格、幼稚園教
諭、小学校教諭のいずれ
かの資格所持者または平
成23年３月末までに取得
できる方で、普通自動車
運転免許所持者

　 子 育 て 総 合 セ ン
ターまたは地域での
子育て相談、指導業
務

報酬：月額159,700円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は火曜日と土・日曜日のいず
れか１日の週２日

パート
保育補助員
兼調理補助

員

１人 　保育に意欲のある方

　資母保育園で７：
30～19：00のうち朝
または夕方５時間の
保育および調理補助

報酬：月額128,200円
勤務日等：週６日（30時間）勤務、
休日は日曜日の週１日

公民館主事 １人程度

　市内在住で、健康で各種
学級・講座の開設やスポー
ツ・レクリエーション活動
の実施など、生涯学習の推
進に意欲のある方

　市内各地区公民館
における生涯学習推
進などの活動に関す
る業務（各種事業の企
画、実施など）

報酬：月額153,800円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は火曜日（１館は木曜日）とほ
かの１日の週２日（夜の会議など
の対応は必要）

管理員 １人 　健康で会館における管
理用務に意欲のある方

　市民会館の夜間管
理業務

報酬：日額4,400円
勤務日等：月15日程度勤務

（ローテーション勤務）

電話交換員
兼

事務員
１人

　身体障害者手帳の交付
を受け、自力による通勤
ができ、かつ介護者なし
に職務の遂行が可能な方

　出石総合支所での
電話交換業務および
一般事務補助など

報酬：月額153,800円
勤務日等：週５日（35時間）勤務、
休日は土・日曜日の週２日

《応募資格》　昭和26年４月２日以降に生まれた方
　　　　　※応募資格中、普通自動車運転免許所持者
　　　　　　は、実運転経験年数が１年以上
　　　　　　で、申込以前１年以上無事故無
　　　　　　違反、かつ、過去５年間に軽微
　　　　　　な事故、違反（減点２点以下）が
　　　　　　２回までの方
　　　　　※応募は、上記職種のうち１職種に限ります。

《参　　考》　宿日直員、ポンプ操作員、用務員、校務員、
管理員以外の職種は、執務時にパソコン

（エクセル・ワード）操作を必要とします。

《選考試験》　面接試験（日時、場所は後日連絡します）。
要介護認定調査員、公民館主事は、面接試
験のほかに作文試験があります。

《申込方法》　申込書（職員課に備付けのもの）に必要事項
を記入の上、資格・免許などの写しを添え
て職員課へ提出ください。

《受付期間》　１月５日（水）～１月14日（金）
　　　　　※土･日曜日、祝日、執務時間外は除く

《雇用期間》　４月１日～平成24年３月31日（予定）
《問 合  せ》　職員課☎23-1326

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
フ
ィ
フ
テ
ィ
と
は

　

50
冊
読
破
し
た
児
童
・
生
徒

（
中
学
校
は
30
冊
）を
、市
教
育
委

員
会
に
申
請
し
、認
定
証
を
交
付

す
る
。

　

ま
た
、１
年
間
に
2
0
0
冊
読

破
し
た
児
童
・
生
徒（
中
学
校
は

1
0
0
冊
）は
、特
別
認
定
証
を
交

付
す
る
。



【
11
月
】

12
日　

市
政
懇
談
会（
竹
野
、15
日・

日
高
、18
日・出
石
、但
東
、

19
日
・城
崎
、24
日
・
豊
岡
）

13
日　

ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り

2
0
1
0（
〜
14
日
）

14
日　

日
高
地
区
公
民
館
県
民
交

流
広
場
竣
工
式

20
日　

仲
田
光
成
記
念
第
10
回
豊

岡
全
国
か
な
書
展（
〜
23

日
）

22
日　

中
日
本
海
交
流
会
議

25
日
・
市
議
会（
定
例
会
）開
会

（
〜
12
月
17
日
）

【
12
月
】

1
日
・
除
雪
隊
発
隊
式

　
　

・
平
成
21
年
度 

豊
岡
市
環

境
報
告
書
を
作
成

2
日  

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の

提
供
に
関
す
る
応
援
協

定
調
印
式

3
日  

豊
岡
市
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
警
戒
本
部

設
置

4
日　

県
道
日
高
竹
野
線
山
本
バ

イ
パ
ス
・
藤
井
バ
イ
パ

ス
開
通
式

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
学

術
研
究
発
表
会

5
日　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行
開
始
式

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

公
立
豊
岡
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
続

き
ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
配
備
さ
れ
、

12
月
5
日
か
ら
運
行
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
悪
天
候
な
ど
で
運
航
で
き

な
い
場
合
、
午
前
8
時
半
か
ら
日

没
30
分
前
ま
で
の
時
間
、
但
馬
5

市
町
の
範
囲
を
運
行
し
ま
す
。

　

今
回
、
導
入
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー

カ
ー
は
、
普
通
乗
用
車
に
赤
色
灯

や
サ
イ
レ
ン
を
装
備
し
緊
急
走
行

を
可
能
と
し
、
医
師
、
看
護
師
、

専
属
の
運
転
手
が
乗
り
、
各
消
防

本
部
の
要
請
で
、
豊
岡
病
院
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
動
し
ま
す
。

そ
し
て
、
救
急
現
場
ま
た
は
あ
ら

か
じ
め
定
め
た
ド
ッ
キ
ン
グ
場
所

で
消
防
機
関
の
救
急
車
に
乗
り
移

っ
て
、
医
師
に
よ
る
治
療
を
行
い

な
が
ら
病
院
ま
で
搬
送
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

と
同
じ
よ
う
に
医
師
に
よ
る
治
療

開
始
ま
で
の
時
間
が
半
減
し
、
救

命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、ド
ッ
キ
ン
グ
場
所
は
、幹

線
道
路
沿
い
の
道
の
駅
や
公
園
駐

車
場
な
ど
安
全
に
駐
車
で
き
る
場

所
を
選
定
し
て
い
ま
す
。但
馬
地
域

全
体
で
1
3
2
カ
所
、
う
ち
市
内

に
は
60
カ
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。 　

12
月
2
日
、
市
は
竹
野
地
域
に

あ
る
3
施
設
、
㈱
奥
城
崎
シ
ー
サ

イ
ド
ホ
テ
ル
、
㈶
休
暇
村
協
会
休

暇
村
竹
野
海
岸
、
㈱
北
前
館
と
災

害
時
に
飲
食
物
な
ど
の
提
供（
炊

き
出
し
）を
受
け
る
災
害
応
援
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
と
食
品
な
ど
の

の
提
供
を
受
け
る
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
が
、
炊
き
出
し
の
応
援
協

定
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
協
定
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
寸
断
さ
れ
た
災
害
時
で
も
十

分
な
調
理
能
力
と
備
蓄
物
資
の
あ

る
施
設
か
ら
炊
き
出
し
の
提
供
が

受
け
ら
れ
る
ほ
か
、施
設
内
の
ト
イ

レ
や
風
呂
な
ど
も
提
供
さ
れ
ま
す
。

〜
炊
き
出
し
の
応
援
協
定
〜

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
提
供
に
関
す
る
応
援
協
定
を
締
結

〜
救
急
医
療
向
上
〜

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
続
き
、ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行
開
始

　

県
の「
県
民
交
流
広
場
事
業
」で

進
め
て
い
た
日
高
地
区
公
民
館
の

県
民
交
流
広
場
が
完
成
し
、
11
月

14
日
竣
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
民
交
流
広
場
整
備
の
ほ
か
、

大
会
議
室
、
調
理
室
、
研
修
室
、

活
動
室
な
ど
も
併
せ
て
改
修
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
り
、

も
ち
つ
き
、
お
茶
席
、
豚
汁
の
提

〜
誰
で
も
集
え
る
活
動
施
設
〜

日
高
地
区
公
民
館
に
県
民
交
流
広
場
竣
工▲子どもたちもお祝いの歌を

披露

▲調印した中貝市長と岩井美晴さん（奥
城崎シーサイドホテル）、和田慎一さん
（休暇村竹野海岸）、岡嵜國男さん（北
前館）（左から）

▲ドクターカー（無線機や
医療資機材を搭載した
四輪駆動車）

▲ドクターカー関係者らによるテープ
カット

供
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
実
演
、
ブ

ロ
ー
チ
作
り
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
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米
を
売
り
歩
い
て
い
ま
す
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
お
米
で
す
。

　

先
日
、
宮
崎
県
綾
町
で
コ
ウ
ノ

ト
リ
を
巡
る
取
組
み
を
講
演
し
ま

し
た
。綾
町
は
、70
年
代
か
ら
町
を

挙
げ
て
有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
町
で
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
復
帰
を
訴
え
始
め
た
こ
ろ
か
ら

お
手
本
と
し
て
私
の
心
に
あ
り
ま

し
た
。そ
の
会
場
に
、綾
町
の
農
産

物
を
扱
っ
て
い
る
沖
縄
の
ス
ー
パ
ー

「
サ
ン
エ
ー
」の
社
長
が
お
ら
れ
ま

し
た
。

「
感
動
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
コ
ウ
ノ

ト
リ
米
を
扱
い
た
い
で
す
」

　

早
速
Ｊジ
ェ
イ

Ａエ
イ

に
話
を
つ
な
ぎ
、
年

末
か
ら
販
売
が
始
ま
り
ま
す
。

　

東
京
で
も
。
私
の
講
演
を
聴
い

て
豊
岡
に
共
感
し
た
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
が
、「
明
治
屋
」で
扱
っ
て
ほ
し

い
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
さ
れ
ま
し
た
。

著
書
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て

い
る
女
性
で
す
。

「
中
貝
さ
ん
、
常
務
が
会
う
と
言

っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
行
か
れ
ま

す
か
？
お
米
、
扱
う
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
す
」

　

電
話
が
入
っ
た
時
、
ち
ょ
う
ど

東
京
で
し
た
の
で
、
す
ぐ
本
社
に

駆
け
付
け
ま
し
た
。
話
が
弾
み
、

広
尾
店
を
は
じ
め
5
店
舗
で
コ
ウ

ノ
ト
リ
米
の
販
売
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

東
京
の
日
本
橋
に
ご
飯
を
メ
イ

ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
し
て
い
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
を
妻

が
見
つ
け
ま
し
た
。
養
父
市
の
蛇じ
ゃ

紋も
ん

岩が
ん

米
、
佐
渡
の
ト
キ
と
暮
ら
す

里
米
な
ど
も
あ
り
、
土
鍋
で
一
合

ず
つ
炊
い
て
く
れ
ま
す
。
早
速
行

っ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
を
注
文
。
思

わ
ず
膝
を
打
つ
美
味
し
さ
で
し
た
。

店
長
に
あ
い
さ
つ
し
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
お
守
り
と
箸
置
き
を
渡
し
、

後
日
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
お
酒
を
送
り

ま
し
た
。「
よ
け
れ
ば
、
お
店
に
出

し
て
く
だ
さ
い
」

　

最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
三
越
銀
座

店
で
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
が
売
ら
れ

て
い
ま
す
。「
よ
く
売
れ
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
お
店
の
方
に

お
守
り
を
渡
し
、
お
礼
を
言
っ
て

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
業
の
合
間
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
で
す
。

空
飛
ぶ
せ
え
る
す
ま
ん

38

　

11
月
13
日
、
小
野
小
学
校
の

児
童
が「
に
い
が
た
こ
ど
も
生
き

も
の
会
議
」（
新
潟
市
）に
参
加
し
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
一
緒
に
生
き
る

環
境
づ
く
り
」を
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
校
の
児
童
の
発
表
内
容
は
、

5
、
6
年
生
全
員
で
調
べ
た
も
の
。

「
通
学
路
や
教
室
か
ら
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
見
え
る
」、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
農
法
の
田
ん
ぼ
で
生
き
も
の
調

査
を
し
た
ら
、
小
さ
な
生
き
も
の

が
た
く
さ
ん
い
て
び
っ
く
り
し
た
」

な
ど
と
発
表
す
る
と
、
会
場
内
か

ら
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
佐
渡
市
や
新
潟
市

の
小
学
生
の
発
表
も
あ
り
、
小
野

小
学
校
の
児
童
は
、「
佐
渡
市
の
小

学
生
が
東
京
で
ト
キ
の
お
米
を
売

り
た
い
と
言
っ
た
こ
と
が
印
象
的

だ
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
の
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交

換
で
は
、
3
市
の
小
学
生
に
よ
っ

て
、「
生
き
も
の
を
大
切
に
す
る
」、

「
活
動
に
参
加
す
る
」、「
環
境
を
守

　

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
重

要
な
物
資
を
運
ぶ
補
給
機（
Ｈエ
イ
チ

Ｔテ
ィ
ー

Ｖブ
イ

）の
愛
称
が「
こ
う
の
と
り
」に

決
定
し
た
こ
と
を
祝
い
、
12
月
１

日
、
市
庁
舎
に
懸
垂
幕
を
掲
揚
し

ま
し
た
。

　

公
募
に
よ
り
決
ま
っ
た
愛
称
は
、

「
こ
う
の
と
り
は
、﹃
赤
ん
坊
﹄や

﹃
幸
せ
﹄な
ど
大
切
な
も
の
を
運
ぶ

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
重
要
な
物
資

を
運
ぶ
補
給
機
の
任
務
を
的
確
に

表
し
て
い
る
」と
い
う
こ
と
で
決

定
し
た
も
の
で
す
。

　

補
給
機「
こ
う
の
と
り
」は
、
Ｈ

︲
２
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
２
号
機
に
搭
載

さ
れ
、
来
年
１
月
20
日
に
種た
ね

子が

島し
ま

宇
宙
セ
ン
タ
ー（
鹿
児
島
県
熊
毛

郡
南
種た

子ね

）か
ら
打
上
げ
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
市
立
小
・
中
学
校

全
校
で
、
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構（
Ｊジ

ャ

ク

サ

Ａ
Ｘ
Ａ
）に
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
取
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
送
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

〜
生
き
も
の
と
の
共
生
を
進
め
よ
う
〜

小
野
小
学
校
の
児
童
が﹁
に
い
が
た
こ
ど
も
生
き
も
の
会
議
﹂で
発
表

〜
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
の
愛
称﹁
こ
う
の
と
り
﹂命
名
を
祝
福
！
〜

市
役
所
本
庁
舎
に
懸
垂
幕
掲
揚
と
小
中
学
校
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信

る
」の
3
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
決

定
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
組
み

を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

▲佐渡市の小学生との生きもの調査
の様子も発表

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jaxa.jp/
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城
崎
保
育
園
年
長
組
座
禅
体
験

心
も
身か

ら

だ体
も
落
ち
着
け
よ
う
!

城 崎城 崎

竹
野
カ
ニ
カ
ニ
カ
ー
ニ
バ
ル

に
ぎ
わ
う
の
は
夏
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

竹 野竹 野

保
育
園
児
が
イ
ル
カ
と
飼
育
員
に
感
謝
状

い
つ
も
楽
し
い
シ
ョ
ー
を

あ
り
が
と
う
‼

豊 岡豊 岡

▲園児たちは｢集中力｣を養う！

　

11
月
18
日
、
港
保
育
園
の
園
児
18
人（
４
歳
児
）が

城
崎
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド（
瀬
戸
）を
訪
れ
、
日
ご
ろ
シ

ョ
ー
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
イ
ル
カ
や
飼
育
員
ら
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
勤
労
感
謝
の
日
を

前
に
、
約
20
年
前
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

園
児
ら
は
、
イ
ル
カ
と
ア
シ
カ
の
シ
ョ
ー
を
見
学

し
た
後
、サ
ブ
プ
ー
ル
に
移
動
。
飼
育
員
ら
に「
い
つ

も
楽
し
い
シ
ョ
ー
を
見
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
お
礼
を
述
べ
、
手
作
り
の
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
少
し
興
奮
気
味
の
イ
ル
カ
に
こ
わ
ご
わ
花

飾
り
を
掛
け
、
頭
を
撫
で
て
交
流
し
ま
し
た
。
上
田

智ち

瑚こ

ち
ゃ
ん（
5
歳
）は「
イ
ル
カ
の
頭
は
ツ
ル
ツ
ル

し
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

12
月
6
日
、
極
楽
寺
本
堂（
城
崎
町
湯
島
）で
、
城

崎
保
育
園
の
年
長
組
21
人
が
座
禅
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
仏
様
の
心
」、「
我
慢
す
る
こ
と
」、「
人

の
話
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
」を
伝
え
る
目
的
で
、

年
長
組
を
対
象
に
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
西
垣
浩
文
副
住
職
の
指
示
ど
お
り

に
手
と
足
を
組
み
、
こ
の
日
は
い
つ
も
よ
り
長
い
時

間
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
座
禅
後
、
園
児
た
ち
は
簡

単
な
ゲ
ー
ム
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
副
住
職
が

話
を
始
め
る
と
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

副
住
職
は「
春
先
は
、
集
中
力
が
続
か
ず
、
時
間

も
短
か
っ
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
集
中
す
る
時

間
も
長
く
な
っ
て
き
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
竹
野
北
前
館
駐
車
場
で「
竹
野
カ
ニ

カ
ニ
カ
ー
ニ
バ
ル
」（
竹
野
カ
ニ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
好
天
と
な
り
、
玄
さ
ん
が
正

解
を
教
え
る
ジ
オ
パ
ー
ク
○
×
ク
イ
ズ
、
北
前
太
鼓
、

ス
ピ
ー
ド
く
じ
抽
選
会
、
せ
り
市
、
竹
野
中
学
校
吹

奏
楽
演
奏
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
催
さ
れ
、
カ

ニ
や
地
場
産
品
が
並
ぶ
バ
ザ
ー
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

カ
ニ
の
サ
ン
バ
サ
ン
バ
大
会
で
は
、
カ
ニ
の
扮ふ
ん

装そ
う

で
万
歩
計
を
手
足
に
付
け
て
踊
り
、
数
値
で
順
位
が

決
定
し
ま
す
。
優
勝
し
た
中
川
一か
ず

広ひ
ろ

さ
ん（
朝
来
市
）

は
、
賞
品
の
松
葉
ガ
ニ
を
手
に「
毎
日
走
っ
て
い
る

け
れ
ど
き
つ
か
っ
た
」と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

▲イルカに花飾りを掛ける園児たち。少し逃げ腰

▲カニのサンバサンバ大会は、大人の部は１分間、子ど
もの部は30秒間踊り続ける。頑張りすぎて途中から
ペースダウンする参加者も
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但
東
市
民
セ
ン
タ
ー「
歌
謡
祭
」

会
場
内
に
響
き
渡
る
熱
い
歌
声

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲少年野球の選手にバットスイングを指導する岡田さん

　

12
月
１
日
、
日
高
文
化
体
育
館（
日
高
町
祢に
ょ
う布
）で
、

日
高
町
体
育
協
会
の
40
周
年
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

ひ
だ
か
・
せ
い
し
ゅ
う
の
10
周
年
を
記
念
し
て
、
プ

ロ
野
球
オ
リ
ッ
ク
ス
･
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
監
督　

岡
田

彰
布
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
長
の
改か
い

発は
つ

博ひ
ろ

明あ
き

さ
ん
が
聞
き
手
と
な
り
、
岡
田
さ
ん
の
選
手

時
代
や
コ
ー
チ
・
監
督
時
代
の
裏
話
な
ど
が
面
白
く

披
露
さ
れ
、
来
場
者
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

日
高
町
体
育
協
会
会
長
の
綿わ
た

貫ぬ
き

祥
一
さ
ん
は「
楽

し
さ
を
求
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
技
術
向
上
を
目
指

す
体
育
協
会
が
連
携
し
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
草
の
根
的

な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲小川エリさんのハリセンで叩かれ、幸福になれると喜ぶ
来場者

　

11
月
21
日
、但
東
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
但
東
市

民
セ
ン
タ
ー「
歌
謡
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、
民
謡
や
詩
吟
、
コ
ー
ラ
ス
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
第
2
部
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
23
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
歌
手
に
な
り
き
り
熱
唱
し
て
い
ま
し
た
。

出
演
者
の
家
族
も
多
く
駆
け
付
け
、
身
内
の
晴
れ
姿

を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
の
ハ
リ
セ
ン
演
歌
の
小
川
エ
リ
さ

ん
は
、
叩
か
れ
る
と
幸
福
が
訪
れ
る
と
い
わ
れ
る
ハ

リ
セ
ン
で
客
席
の
来
場
者
ら
の
肩
や
頭
を
叩
き
、
来

場
者
ら
と
と
も
に
幸
福
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

小
学
生「
た
く
あ
ん
漬
け
」体
験

沢た
く

庵あ
ん

和お

尚し
ょ
う

ゆ
か
り
の
寺
で

ダ
イ
コ
ン
を
漬
け
た
よ
‼

出 石出 石
　

12
月
13
日
、
弘
道
小
学
校
3
年
生（
43
人
）が
、
総

合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
、
宗す

鏡き
ょ
う

寺じ
（
出
石
町
東

条
）で
た
く
あ
ん
漬
け
を
体
験
し
ま
し
た
。
同
寺
の

小こ

原は
ら

游ゆ
う

堂ど
う

住
職
が
、「
食
」を
通
じ
て「
命
」の
尊
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
呼
び
掛
け
た
も
の
で
す
。

　

今
回
漬
け
た
ダ
イ
コ
ン
は
、
11
月
に
、
但
馬
農
業

高
等
学
校
の
生
徒
の
指
導
で
、
児
童
ら
が
干
し
た
も

の
で
す
。
手
順
を
教
わ
り
な
が
ら
ダ
イ
コ
ン
を
漬
け

た
児
童
ら
は「
こ
ん
な
の
初
め
て
」「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

家
で
手
伝
っ
た
」な
ど
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

住
職
は「
重
要
な
の
は
最
後
の
重お
も

石し

。
手
を
抜
く

と
、
今
は
良
く
て
も
後
で
腐
っ
た
り
す
る
。
み
ん
な

も
今
を
大
事
に
し
て
」と
語
り
掛
け
て
い
ま
し
た
。

▲但馬農高の生徒に教わり、｢たくあん漬け｣を体験

岡
田
彰あ
き

布の
ぶ

監
督
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
と

心
構
え
を
伝
え
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
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世
界
バ
レ
ー

日
本
32
年
ぶ
り
の
メ
ダ
ル
獲
得

　

本
市
出
身
の
井
上
香
織
さ
ん
が
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
全
日
本
女
子
代

表
選
手
と
し
て
、
世
界
選
手
権
で

日
本
の
32
年
ぶ
り
の
メ
ダ
ル
と
な

る
銅
メ
ダ
ル
獲
得
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

銀
メ
ダ
ル
の
ア
メ
リ
カ
を
フ
ル

セ
ッ
ト
の
末
、
逆
転
で
破
っ
て
の

堂
々
の
表
彰
台
。
日
本
中
が
歓
喜

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
ミ
ド
ル
ブ
ロ
ッ

カ
ー
と
し
て
全
試
合
に
出
場
し
、

速
攻
や
ブ
ロ
ー
ド
を
中
心
と
し
た

速
い
セ
ン
タ
ー
攻
撃
と
攻
撃
的
な

ブ
ロ
ッ
ク
で
活
躍
し
ま
し
た
。

Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で
活

躍
中
の
井
上
さ
ん
に
、
忙
し

い
合
間
を
縫
っ
て
質
問
に
答

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

Ｑ　

32
年
ぶ
り
の
メ
ダ
ル
獲
得
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自

信
は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
試
合
に
入
っ
て
か
ら
は
、

自
信
を
持
っ
て
戦
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ブ
ロ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
世

界
ト
ッ
プ
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

Ａ　

ポ
イ
ン
ト
で
は
ト
ッ
プ
で
し

た
が
、「
ブ
ロ
ッ
ク
賞
」は
取
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
セ
ッ
ト
率
な

ど
が
関
係
し
ま
す
の

で
。

Ｑ　

ブ
ロ
ッ
ク
の
コ
ツ

は
？

Ａ　

タ
イ
ミ
ン
グ
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
と
、
セ
ッ
タ
ー

の
癖
や
試
合
の
流
れ
、

点
数
の
差
を
考
え
て
予
測
し
ま

す
。
あ
と
は
、
相
手
チ
ー
ム
の

デ
ー
タ
を
見
て
考
え
ま
す
。

Ｑ　

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
が
5
位
か

ら
3
位
に
上
が
り
ま
し
た
。
次

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ
ル

獲
得
で
す
ね
。
地
元
で
は「
豊

岡
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

を
」と
盛
り
上
が
っ
て
ま
す
よ
。

Ａ　

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

Ｑ　

全
日
本
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の

こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
？

Ａ　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
の

で
、
ま
ず
は
そ
の
切
符
を
手
に

入
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
来
年
開
催
さ
れ
る
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
3
位
以
内
に
入

る
こ
と
。
も
し
、
そ
れ
を
逃
し

た
ら
最
終
予
選
で
勝
つ
こ
と
が

条
件
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
デ
ン
ソ
ー

エ
ア
リ
ー
ビ
ー
ズ
の
キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て
の
抱
負
は
？

Ａ　

昨
年
か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
私
に

は
か
な
り
の
重
圧
で
す
。
今
は
、

Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で
勝
つ

こ
と
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ご
結
婚
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

バ
レ
ー
と
家
庭
と
の
両
立
は
大

変
で
は
な
い
で
す
か
？

Ａ　

そ
う
で
も
な
い
で
す
よ
。
そ

れ
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
相
談
に
乗

っ
て
も
ら
い
、
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
。

Ｑ　

最
後
に
、
井
上
さ
ん
に
あ
こ

が
れ
て
バ
レ
ー
選
手
を
目
指
す

豊
岡
の
子
ど
も
た
ち
へ
一
言
！

Ａ　

私
は
、
何
度
か
バ
レ
ー
を
辞

め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
バ
レ
ー
が
好
き
だ
か

ら
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
バ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

で
す
。
や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
で
好
き
に
な
っ
て
続

け
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
世

界
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

　

豊
岡
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
き
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
日
本
女

子
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
、輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
日

本
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
た
元
気
な
女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

井
上
香
織
さ
ん（
28
歳
）出
石
町
鍜
冶
屋
出
身

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
で
銅
メ
ダ
ル

日
本
中
を
熱
狂
さ
せ
た
元
気
人

世界バレーでの歓喜の瞬間（井上選手右端）
〈JVA承認 2010-12-008〉

井上香織さんのプロフィール
福住小学校、出石中学校を卒業
後、強豪氷上高校へ進学。卒業後
はデンソーエアリービーズに所属。
ミドルブロッカー。現在主将 
ブロック賞、ベスト６賞、黒

くろ

鷲
わし

賞（最
高殊勲選手）を受賞

総合体育館に｢井上選手応援コーナー｣を設置

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

ブロック、多彩な移動攻撃と大活躍の井上
さん　「日本の壁！」
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世
界
を
代
表
す
る
冒
険
家　

植

村
直
己
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
、
日
高

町
国
府
地
区
に
あ
る
府
中
幼
稚
園

で
は
、
園
児
た
ち
が
冒
険
心
を
育

み
な
が
ら
、
理
想
の「
ま
ち
づ
く

り
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　

12
月
2
日
、こ
く
ふ
保
育
園
の
園

児
を
招
き
、「
幼
稚
園
の
ま
ち
」の

お
披
露
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

準
備
は
大
丈
夫
？

　

段
ボ
ー
ル
な
ど
の
廃
材
を
活
用

し
、
長
い
月
日
を
費
や
し
て
つ
く

っ
て
き
た「
幼
稚
園
の
ま
ち
」に
は
、

カ
フ
ェ
屋
さ
ん
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
屋
さ
ん
な

ど
の
お
店
の

ほ
か
、
警
察

や
病
院
、
公

園
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　
「
看
板
が
ま

だ
で
き
て
い
な
い
」、

「
敬
礼
の

練
習
だ
」

な
ど
、

園
児
た

ち
は
最

終
チ
ェ

ッ
ク
に
余

念
が
あ
り

ま
せ
ん
。

上
手
に
発
表
で
き
る
か
な
？

　
「
公
園
の
す
ぐ

そ
ば
に
あ
り
ま

す
」、「
1
0
0

円
で
す
よ
。
安

い
で
す
よ
」。

　

保
育
園
児
た

ち
が
園
に
や
っ

て
来
る
と
、
園

児
た
ち
は
、
お
店
や
施
設
の
場
所

や
ル
ー
ル
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
し
た
。

　
「
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」。

園
児
た
ち
の
元
気
な
声
が

園
舎
に
響
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
、私
た
ち
の
ま
ち
！

　
「
財
布
を
落

と
し
た
」と
の

届
け
を
受
け
て

パ
ト
カ
ー
が
出

動
し
た
り
、
売

れ
な
い（
？
）ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

何
と
か
し
よ
う
と

移
動
販
売
を
始
め
た

り
…
。「
今
、
休
憩
中

で
す
」と
言
っ

て
、
他
の
園
児

の
お
店
を
利
用

す
る
子
も
い
ま
し
た
。

ま
る
で
、本
物
の
ま
ち
の
よ
う
で
す
。

み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
‼

　
「
お
好
み
焼
き
屋
に
来
て
く
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
」、「
病
院
が
い

つ
も
満
員
で
休
憩
が
取
れ
な
か
っ

た
け
ど
、
う
れ
し
か
っ
た
」。

　

園
児
た
ち
は
、
保
育
園
児
た
ち

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　
「
ま
た
、
来
て
ね
！
」。
少
し
、

お
兄
さ

ん
、
お

姉
さ
ん
に

な
れ
た
1

日
で
し
た
。

優
雅
に
舞
い
ま
す

踊
り
同
好
会（
竹
野
）

　

踊
り
同
好
会
は
、
基
本
的
に

毎
週
月
曜
日
午
後
8
時
〜
10
時
に
、

竹
野
南
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

会
員
は
、
竹
野
地
域
か
ら
集
ま

る
男
女
7
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

練
習
会
で
は
、新
舞
踊
や
演
歌
・

民
謡
な
ど
に
合
わ
せ
た
歌
謡
舞
踊

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
踊
り
の
種
類

に
よ
っ
て
、
衣
装
を
変
え
た
り
、

扇
子
や
菅す
げ

笠が
さ

な
ど
の
小
道
具
を
使

い
分
け
て
、
優
雅
に
踊
り
ま
す
。

　

男
性
会
員
も
、
女
踊
り
の
際
は
、

か
つ
ら
や
化
粧
で
女
装
し
、
気
持

ち
ま
で
女
性
に
な
り
き
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
練
習
の
合

間
の
休
憩
時
間
に
は
近
況
を
報
告

し
合
っ
た
り
、
楽
し
く
交
流
し
て

い
ま
す
が
、
新
し
い
踊
り
を
覚
え

る
時
に
は
、
顔
つ
き
も
変
わ
り
、

真
剣
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
着
物
の
着
付
け
も
手
馴

れ
た
も
の
で
、
と
て
も
体
に
馴
染

ん
で
い
ま
し
た
。

　

代
表
の
達
富
善
隆
さ
ん（
竹
野

町
門も
ん

谷だ
に

）は
、「
こ
の
同
好
会
は
、

年
の
近
い
会
員
が
集
ま
り
、
健
康

の
た
め
、
認
知
症
防
止
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
。
練
習
し
て
き
た

踊
り
を
自
分
の
も
の
に
し
て
踊
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
と
て

も
う
れ
し
い
。体
が
健
康
な
う
ち
は

活
動
を
続
け
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

毎
年
、
竹
野
地
域
の
敬
老
会
と

文
化
祭
に
は
欠
か
さ
ず
参
加
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
4
月
に
は
、
竹
野
南
地
区

公
民
館
に
完
成
し
た
県
民
交
流

広
場
の
竣
工
式
で
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

入
会
希
望
・
問
合
せ
は
、
達
富

さ
ん
ま
で
。
☎
48
－
0
5
4
8

府
中
幼
稚
園
（
日
高
）

〈
園
児
29
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑫

▲ポーズを決める同好会の皆さん

広報とよおか　2010.12.2525
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ら
し
の
相
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室
だ
よ
り
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通
信
販
売
で
の
ト
ラ
ブ
ル

広報とよおか　2010.12.25 26

　

通
信
販
売
は
、広
告
だ
け
を
頼
り

に
申
し
込
む
た
め
、﹁
代
金
を
前
払

い
し
た
の
に
商
品
が
届
か
な
い
﹂、

﹁
注
文
し
た
も
の
と
は
違
う
の
で

交
換
を
申
し
出
た
い
が
連
絡
が
つ

か
な
い
﹂な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

代
金
引
換
か
、
後
払
い
制
度
を

利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
通
信
販
売
を
利
用
す
る
場
合
は
、

広
告
に
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ

て
い
る
か
、
取
引
条
件
を
満
た

し
て
い
る
か
、
し
っ
か
り
確
認

す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
広
告
を
見
て
、

通
信
手
段
で
申
込
み
す
る
取
引
の

こ
と
を
通
信
販
売
と
い
い
ま
す
。

　

自
宅
で
テ
レ
ビ
や
カ
タ
ロ
グ
な

ど
を
見
て
気
軽
に
楽
し
み
な
が
ら

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
こ
と
、

か
さ
ば
る
荷
物
を
持
ち
帰
る
手
間

が
い
ら
な
い
こ
と
、
店
ま
で
出
向

く
時
間
が
省
け
る
こ
と
な
ど
が
魅

力
で
、
多
く
の
方
が

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
盛
ん

に
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も

通
信
販
売
の
一
種
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
商
品
の
現
物
を

見
ず
、
広
告
の
表
示
だ
け
を
頼
り

に
契
約
す
る
た
め
、
購
入
後
に
さ

ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
、
申
込
み
前
に
、
次
の
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
本
当
に
欲
し
い
商
品
か

・
商
品
価
格
や
送
料
な
ど

・
支
払
時
期
や
支
払
方
法

・
商
品
の
返
品
制
度
の
有
無

※
事
業
者
の
名
称
・
住
所
・
電
話

番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど

を
メ
モ
に
し
て
残
し
ま
し
ょ
う
。

※
申
し
込
む
前
に
、
商
品
名
、
数

量
な
ど
の
記
入
項
目
や
入
力
内

容
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

通
信
販
売
は
、
消
費
者
が
広
告

を
見
て
購
入
す
る
か
ど
う
か
を
決

め
、
自
主
的
に
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
む
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
消
費
者
に
考
え
る
余

裕
の
あ
る
取
引
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

平
成
20
年
の﹁
特
定
商
取
引
に

関
す
る
法
律
﹂改
正
に
よ
り
、
広

告
に
返
品
の
有
無
の
記
載
が
無
い

場
合
は
、
8
日
間
は
返
品
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
返
品
費

用
は
消
費
者
が
負
担
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
広
告
に﹁
商

品
の
欠
陥
以
外
で
の
返

品
に
は
応
じ
ま
せ
ん
﹂

な
ど
の
、
返
品
を
制
限
す
る
表
示

が
あ
れ
ば
、
そ
の
表
示
が
優
先
さ

れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

前
払
い
に
注
意
！

申
込
み
前
の
注
意
点

▲消費生活相談員が寸劇でトラブル防止をPR

　

建
設
工
事
現
場
を
は
じ
め
、
道

路
や
鉄
道
な
ど
か
ら
発
生
す
る
振

動
は
地
盤
中
を
波
動
し
て
伝
わ
り
、

周
囲
の
居
住
者
に
著
し
い
不
快
感

を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
振
動
に
対
す
る
苦
情
は
、平
成
17

年
度
で
全
国
に
3
6
0
0
件
に
上

り
、
対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
も
の

の
抜
本
的
な
解
決
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

オ
ー

ク
で
は
、

廃
タ
イ

ヤ
と
芯
材
か
ら
な
る
防
振
材
を
地

中
に
埋
め
る
こ
と
で
波
動
の
伝
わ

り
を
遮
断
し
、
地
盤
振
動
を
少
な

く
す
る
工
法
を
編
み
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
廃
タ
イ
ヤ
を
利
用
し
た﹁
振

動
伝で
ん

播ぱ

阻
止
工
法
﹂は
、平
成
17
年
、

立
命
館
大
学
理
工
学
部
と
の
産

学
連
携
を
行
う
事
業
に
認
定
さ
れ
、

翌
年
に
は﹁
廃
タ
イ
ヤ
防
振
工
法
﹂

と
し
て
特
許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
法
は
、
他
の
同
様
の
工

法
に
は
な
い
優
れ
た
環
境
保
全
が

あ
り
ま
す
。

　

自
然
環
境
面
で
は
、
廃
タ
イ
ヤ

を
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま
使
う
こ
と
か

ら
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル（
素

材
と
し
て
の
再
利
用
）と
い
わ
れ
、

燃
や
す
利
用
と
異
な
り
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
環
境
面
で
は
、
こ

の
工
法
で
約
10
デ
シ
ベ
ル
の
振
動

低
減
効
果
が
得
ら
れ
、
環
境
改
善

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
こ
の
工
法
は
、
大
阪

府
茨
木
市
の
工
事
に
使
用
さ
れ
、

モ
ノ
レ
ー
ル
の
支
柱
に
隣
接
す
る

建
物
へ
の
振
動
を
緩
和
す
る
効
果

の
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
振
動
に
よ
る
苦
情
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
的
に

は
、
高
速
道
路
や
鉄
道
沿
線
で
深

刻
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
工
法

が
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
活
用
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
株
式
会
社
オ
ー
ク
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

oak-co.co.jp/index.htm
l

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

で
、本
市
に
拠
点
を
置
き
、技
術
的
な
面
で
先
駆
け
的
な
事
業
開
発
、事

業
展
開
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
会
社
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
係
☎
23

－

4
4
8
0

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！
②

株

式

会

社

オ

ー

ク

企業紹介

ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
で
き
ま
せ
ん
！

返
品
制
度
に
つ
い
て

▲廃タイヤ防振工法
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▽
新
田　

誠（
但
東
町
久
畑
）

■
兵
庫
県
知
事
表
彰

▽
浮
田
昌
彦（
中
央
町
）

▽
岡
本
直
樹（
日
高
町
山
宮
）

▽
土は

野の

信
義（
出
石
町
寺
坂
）

■
社
会
福
祉
法
人
兵
庫
県
社
会
福

祉
協
議
会
長
表
彰

▽
河
部　

勇（
但
東
町
木
村
）

▽
中
西
正
博（
日
高
町
知
見
）

▽
山
本
邦
彦（
但
東
町
唐
川
）

■
社
団
法
人
兵
庫
県
子
ど
も
会
連

合
会
理
事
長
表
彰

▽
浅
尾
倫み
ち

則の
り（
日
高
町
藤
井
）

▽
大
西
道
雄（
但
東
町
中
藤
）

▽
中
嶋
龍た
つ

也や（
日
高
町
祢
布
）

▽
橋
本　

敬た
か
し（
江
野
）

▽
藤
本　

均（
日
高
町
国
分
寺
）

▽
古
橋
秀
和（
日
高
町
上
石
）

▽
村
上
勝
幸（
日
高
町
谷
）

■
優
良
団
体
表
彰　

▽
江
原
区
子
ど
も
会（
日
高
地
域
）

▽
南み
な
み

下し
も

子
ど
も
会（
城
崎
地
域
）

■
農
林
水
産
大
臣
賞
お
よ
び
中
央

畜
産
会
長
賞

▽
㈱
西
垣
養
鶏
場（
但
東
町
栗
尾
）

▽
但
馬
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学

院（
九
日
市
上
町
）

　

今
回
の
受
賞
は
、長
寿
社
会
に
お

け
る
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
模
範
で

あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委

員
功
労
者

▽
黒
坂
正
巳（
庄
境
）

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

▽
羽は

賀が

正ま
さ

老と
し（
百
合
地
）

▽
山
田
壽と
し

夫お（
竹
野
町
竹
野
）

■
障
害
者
福
祉
事
業
功
労
者

▽
原
田
庄
一（
日
高
町
野
）

▽
太
田　

尚ひ
さ
し（
出
石
町
町
分
）

　

心
ち
ゃ
ん
、２
歳
の
お
誕
生
日
お
め

で
と
う
！
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
に
明

る
く
育
っ
て
ね
。

（
父 

崇
・
母 

景
子
、弥
栄
町
）

　

わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い　

た
く
ま

し
く
育
っ
て
ほ
し
い（
笑
）

（
父 

良
・
母 

英
子
、日
高
町
国
分
寺
）

岡本彪
ひゅう

雅
が

ちゃん
（平成21年9月27日生）

森山心
ここ

菜
な

ちゃん
（平成20年10月13日生）

　

寧
音
、た
く
さ
ん
の
喜
び
と
幸
せ

を
あ
り
が
と
う
！

（
父 

良
隆
・
母 

晶
子
、戸
牧
）

黒住寧
ね

音
ね

ちゃん
（平成20年11月3日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

琴
ち
ゃ
ん
、１
歳
の
誕
生
日
お
め

で
と
う
☆
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
大

き
く
な
っ
て
ね
。

（
父 

正
嗣
・
母 

加
奈
、津
居
山
）

吉野琴
こと

奈
な

ちゃん
（平成21年10月7日生）

　

梨
緒
ち
ゃ
ん
、１
歳
の
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
♡
元
気
に
す
く
す
く
大
き

く
な
あ
れ
！

（
父 

悟
・
母 

規
久
子
、立
野
町
）

畠中梨
り

緒
お

ちゃん
（平成21年10月17日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
22
年
度
全
国
優
良
畜
産

　
　

経
営
管
理
技
術
発
表
会

内
閣
府「
社
会
参
加
活
動
章
」

▽
湯
の
元も
と

町ち
ょ
う

子
ど
も
会（
城
崎
地
域
）

■
兵
庫
県
知
事
賞

▽
山
田
慎
一
郎（
日
高
東
中
3
年
）

■
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン（
暗あ
ん

誦し
ょ
う

）の
部
優
秀
賞

▽
森
下　

梢こ
ず
え（
豊
岡
総
合
高
2
年
）

▽
木
本
千
春（
豊
岡
総
合
高
2
年
）

（
11
月
12
〜
14
日
、
奈
良
市
）

■
書
道
の
部

▽
宮
本
晴
奈（
豊
岡
総
合
高
3
年
）

■
書
道
部
会
理
事
長
賞

▽
富と
み　

夕ゆ
う

香か（
豊
岡
総
合
高
3
年
）

■
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推
薦
賞

▽
中
井
嶺れ
い

花か（
豊
岡
高
2
年
）

▽
宮
部
恵
美
子（
畑
上
）

　

9
月
3
日
、
口
小
野
で
発
生
し

た
建
物
火
災
で
、
早
期
に
発
見
す

る
と
と
も
に
迅
速
に
通
報
し
、
被

害
を
最
小
限
に
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
59
回
兵
庫
県

社
会
福
祉
大
会
知
事
表
彰

平
成
22
年
度
兵
庫
県

体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

平
成
22
年
度

　
へ
き
地
医
療
貢
献
者
表
彰

平
成
22
年
度

兵
庫
県
子
ど
も
会
育
成
大
会

第
54
回
日
本
学
生
科
学
賞

　
　

兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル

第
27
回
兵
庫
県
高
校
生

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

第
30
回
近
畿
高
等
学
校

          

総
合
文
化
祭
出
場

第
34
回
兵
庫
県
高
等
学
校

　
　
　

総
合
文
化
祭
書
道
展

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状
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催　

し

平
成
22
年
度
豊
岡
市
成
人
式

　

新
成
人
を
お
祝
い
す
る
式
典
を

開
催
し
ま
す
。
式
典
の
後
、
Bブ
ーU

－ニ

ー
N
I
さ
ん
と
Kケー
ジ
ーG
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
＆
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日　

1
月
9
日（
日
）　

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
時
間
・
内
容

・
午
後
0
時
45
分
〜　

受
付

・
午
後
1
時
30
分
〜
2
時　

式
典

・
午
後
2
時
10
分
〜
50
分　

B
U

－
N
I
ウ
ィ
ズ
K
G
ト
ー
ク
＆

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

※
新
成
人
以
外
の
方
は
、
入
場
で

き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
・

社
会
教
育
係
☎
23
－
0
3
4
1

▽
日
時　

1
月
3
日（
月
）・
4
日

（
火
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
12
月
27
日（
月
）〜
1
月
2
日

（
日
）は
休
館

◆
法ほ
っ

花け
い

寺じ

万ま
ん

歳ざ
い

▽
日
時　

1
月
3
日（
月
）午
前
10

時
30
分
〜

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館　

多
目
的
ホ
ー
ル（
祥
雲
寺
）

◆
隣
接
施
設
の
休
業
日

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗　

12
月
29
日

（
水
）午
後
〜
1
月
2
日（
日
）

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
直
売
所　

12

月
29
日（
水
）〜
1
月
3
日（
月
）

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

☎
23
－
7
7
5
0

▽
日
時　

1
月
12
日（
水
）午
前
10

時
〜
午
後
8
時

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

（
立
野
町
）

▽
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

▽
内
容　

体
力
測
定
、
ボ
デ
ィ
ス

キ
ャ
ン（
体
組
成
測
定
）、
運
動

ア
ド
バ
イ
ス

▽
定
員　

50
人（
先
着
順
）

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

　
「
体
力
測
定
・
運
動
相
談
」

現
在
の「
体
力
」と「
か
ら
だ
」を

　

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

教
育
委
員
会
会
議
の
傍
聴

　

1
月
の
定
例
教
育
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　

1
月
19
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜（
開
会
時
間
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
）

▽
場
所　

但
東
総
合
支
所　

2
階

大
会
議
室

▽
問
合
せ　

教
育
総
務
課
教
育
総

務
係
☎
23
－
1
1
1
7

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
新
春
特
別
開
館

消防団 日　時 場　所 特記事項

豊岡 1月9日
（日） 9：00〜 市民体育館

　1月8日（土）午後1時か
ら9日（日）午後1時まで、
市営中央駐車場が使用
できません。

城崎 1月6日
（木）

9：00〜 城崎小学校 　大
おお

谿
たに

川沿いで行う放
水演技での水しぶきに
注意ください。また、
消防車両を市道に停車
する場合があります。10：00〜 城崎総合支

所

竹野 1月9日
（日） 9：00〜 竹野中学校

体育館

出石 1月9日
（日） 9：30〜

出石文化会
館 ひ ぼ こ
ホール

但東 1月10日
（月） 9：30〜

但東市民セ
ンター・総
合支所前駐
車場

　1月10日（月）午前7時
〜正午まで、但東総合支
所前駐車場は、駐車およ
び通行ができません。

平成23年　消防団出初式
＜日程・場所＞

▷問合せ　防災課消防係☎23-1111

※日高消防団は、4月に実施予定
※駐車・通行禁止など、迷惑をお掛けしますが、協力

をお願いします。
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▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
ボ
デ
ィ
ス
キ
ャ

ン
の
み
の
体
験
は
、
予
約
不
要
）。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
総
合
受
付
窓
口

　

☎
24
－
0
5
8
2

募　

集

特
別
医
療
法
人
敬
愛
会

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
お
ず
き

準
職
員
募
集

▽
募
集
職
種
・
人
数　

準
職
員
・

若
干
名

▽
業
務
内
容　

相
談
支
援
員
業
務

▽
応
募
資
格　

精
神
障
害
者
保
健

福
祉
分
野
で
働
く
経
験
ま
た
は

意
欲
の
あ
る
方（
保
健
師
、
看

護
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
ま

た
は
社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ
か

の
資
格
が
あ
れ
ば
、な
お
良
い
）

▽
雇
用
条
件

○
賃
金
形
態　

時
間
給
制

○
就
業
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後

5
時
30
分

○
休
日
日
数　

1
カ
月
に
9
日
間

▽
雇
用
期
間（
予
定
）　

1
年
間

▽
採
用
予
定
日　

平
成
23
年
4
月

1
日

▽
試
験
日　

1
月
下
旬

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
附
属
幼

稚
園
平
成
23
年
度
園
児
募
集（
二
期
）

豊
岡
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

　

☎
22
－
6
3
6
0

▽
対
象

・
3
歳
児（
平
成
19
年
4
月
2
日

〜
平
成
20
年
4
月
1
日
生
）

・
4
歳
児（
平
成
18
年
4
月
2
日

〜
平
成
19
年
4
月
1
日
生
）

▽
人
員　

い
ず
れ
も
若
干
名

▽
面
接　

1
月
22
日（
土
）

▽
申
込
方
法　

当
園
に
備
付
け
の

申
込
用
紙（
願
書
）に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

1
月
13
日（
木
）〜

14
日（
金
）午
前
9
時
〜
午
後
3
時

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

近
畿
大
学

「
市
民
吹
奏
楽
の
つ
ど
い
」

　
　
　

出
演
メ
ン
バ
ー
募
集

　

3
月
27
日（
日
）に
日
高
文
化
体

育
館
で「
市
民
吹
奏
楽
の
つ
ど
い
」

を
開
催
す
る
こ

と
に
伴
い
、
出

演
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

事
前

の
合
同
練
習
お
よ
び
当
日
演
奏

に
参
加
で
き
る
方

▽
定
員　

20
人
程
度

▽
申
込
期
限　

1
月
7
日（
金
）

▽
そ
の
他　

事
前
に
大
阪
音
楽
大

学
・
西
宮
市
吹
奏
楽
団
音
楽
監

督
の
北
野　

徹
さ
ん
か
ら
指
導

を
受
け
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

日
高
文
化

体
育
館
☎
42
－
2
5
0
5

▽
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
3

時
間
講
習
）

▽
日
時　

1
月
23
日（
日
）午
前
9

普
通
救
命
講
習
会

講　

習

時
〜
正
午

▽
場
所　

竹
野
総
合
支
所　

1
階

大
会
議
室

▽
内
容　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
、
Aエー
Eイー
Dディー（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
、

大
出
血
時
の

止
血
法
、
窒

息
時
の
処
置

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

30
人

▽
申
込
方
法　

豊
岡
消
防
署
、
各

分
署
、
出
張
所
、
駐
在
所
に
あ

る
所
定
の
申
込
用
紙
、
ま
た
は

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

1
月
19
日（
水
）

▽
そ
の
他　

受
講
者
に
は
、
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
消
防

署
救
急
係（
〒
6
6
8
－
0
0
5

　

5　

昭
和
町
4
－
33
）

　

☎
24
－
8
0
3
8

FAX 

24
－
1
2
7
8

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shobo-keibo@
city.

　
　
　
　
　
　

toyooka.lg.jp
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://119.city.toyooka.lg.jp

※
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

▽
試
験
場
所　

豊
岡
シ
ル
バ
ー
ス

テ
イ　

会
議
室（
戸
牧
）

▽
選
考
方
法　

面
接

▽
申
込
方
法　

履
歴
書（
写
真
貼

付
）を
持
参
ま
た
は
郵
送
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
間　

1
月
4
日（
火
）〜

20
日（
木
）午
前
9
時
〜
午
後
5

時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
ほ
お
ず
き（
〒
6
6
8

－
0
0
6
5　

戸
牧
1
5
1
0
－

　

6
）☎
29
－
1
7
1
7
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▽
日
時　

1
月
15
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

中
会
議
室

（
立
野
町
）

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

相　

談

聴
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

　
　
　
　
　
　

無
料
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る

　

登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　

市
民
生
活
無
料
相
談
会

▽
日
時　

1
月
22
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時

※
相
談
は
、
1
人
1
時
間
程
度

※
事
前
予
約
が
必
要

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
1
階　

視
聴
覚
障
害
者
室

（
城
南
町
）

▽
対
象　

但
馬
地

域
に
在
住
の
聴

覚
障
害
者

▽
申
込
期
限　

1
月
21
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

た
じ
ま
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
8
0
0
8

FAX 

24
－
8
2
8
8

▽
日
時　

1
月
15
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分　

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

▽
相
談
内
容　

遺
言
、
相
続

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
－
94
－
0
6
0
6

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど

に
入
学
・
在
学
す
る
子
ど
も
の
あ

る
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
融
資

制
度
で
す
。

▽
融
資
額　

学
生（
生
徒
）1
人
当

た
り
3
0
0
万
円
以
内

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」制
度

▽
利
率　

年
2
・
45
パ
ー
セ
ン
ト

（
11
月
11
日
現
在
・
固
定
金
利
）

▽
用
途　

入
学
金
、
授
業
料
、
ア

パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

▽
返
済
期
間　

15
年
以
内

▽
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返

済（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
可
）

※
利
用
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り

▽
問
合
せ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

  

☎
0
5
7
0
－
0
0
8
6
5
6

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は

　

☎
03
－
5
3
2
1
－
8
6
5
6

制　

度

要
援
護
世
帯
の
屋
根
の

　
　
　

雪
下
ろ
し
補
助
制
度

　

市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
重
度
の
障
害
者
な
ど
、
自
力

で
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
業
者

に
依
頼
し
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を

行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

世
帯
全
員
の
市
民
税
が

非
課
税
で
次
に
該
当
す
る
世
帯

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
重
度
障
害
者
の
み
の
世
帯

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
重
度
障

害
者
で
構
成
す
る
世
帯

※
た
だ
し
、右
記
の
世
帯
に
18
歳
未

満
の
方
が
い
て
も
可
と
し
ま
す
。

※
自
治
会
や
近
所
の
方
、
親
族
な

ど
、
雪
下
ろ
し
の
援
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

※
世
帯
と
は
、
住
民
票
上
の
世
帯

で
は
な
く
、
実
際
の
居
住
実
態

や
住
居
の
状
態
な
ど
を
考
慮
し

て
市
が
判
断
し
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

1
回
の
雪

下
ろ
し
に
要
し
た
費
用

（
1
万
円
を
限
度
）

▽
補
助
回
数　

1
年
度
1
世
帯
に

つ
き
2
回　
　

▽
申
請
方
法　

雪
下
ろ
し
を
行
っ

た
後
、
支
払
っ
た
費
用
の
領
収

書
を
添
え
て
申
請
書
、
実
施
報

告
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
書
設
置
場
所　

高
年
福
祉

課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

▽
申
請
・
問
合
せ　

高
年
福
祉
課

高
年
福
祉
係
☎
29
－
0
0
5
5

そ
の
他

市
町
村
合
併
に
伴
う
車
検
証
の

　
　
　
　

住
所
変
更
手
続
き

　

市
町
村
合
併
に
伴
う
住
所
変
更

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
車
検
証
は
、

新
住
所
と
み
な
さ
れ
る
措
置
が
取

ら
れ
て
お
り
、
手
続
き
を
し
な
く

て
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
合

併
後
の
住
所
へ
の
変
更
手
続
き
を

希
望
す
る
場
合
は
、
次

の
方
法
で
新
住
所
の
車

検
証
を
交
付
し
ま
す
。

▽
住
所
変
更
手
続
き　

国
土
交
通
省
の
自
動
車
検
査
登

録
窓
口
に
あ
る
申
出
書
に
必
要
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事
項
を
記
入
の
上
、
車
検
証
を

添
え
て
、
提
出
く
だ
さ
い（
手

続
き
は
無
料
で
す
）。

◆
市
町
村
合
併
後
に

継
続
車
検
を
行
う
場
合

　

住
所
変
更
手
続
き
を
行
う
か
、

ま
た
は
継
続
検
査
申
請
書
の
住
所

欄
に「
新
住
所
」、「
新
住
所
コ
ー

ド
」を
赤
字
で
記
載
し
、
車
検
証

を
添
え
て
、
提
出
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
管
轄
す
る
運
輸
支
局
ま
た

は
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
で

行
い
ま
す
。

▽
手
続
き
・
問
合
せ　

神
戸
運
輸

監
理
部
姫
路
自
動
車
検
査
登
録

事
務
所（
〒
6
7
2
－
8
5
8
8

姫
路
市
飾
磨
区
中
島
福
路
町

3
3
2
2
）

　

☎
0
5
0
－
5
5
4
0
－
2
0
6
7

　

診
療
所
で
は
、
年
末
年
始
を
次

の
と
お
り
休
診
し
ま
す
。

◆
森
本
診
療
所
☎
48
－
0
0
0
1

▽
休
診
日　

12
月
28
日（
火
）午
後

〜
1
月
4
日（
火
）

◆
神
鍋
診
療
所
☎
45
－
0
0
0
3

▽
休
診
日　

12
月
29
日（
水
）〜
1

月
3
日（
月
）

◆
資
母
診
療
所
☎
56
－
0
3
0
3

市
立
診
療
所
の
休
診
の
お
知
ら
せ

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
ご
み
出
し

　
「
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
」を
ご
み

と
し
て
出
す
場
合
は
、
中
の
ガ
ス

を
抜
き
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
と
し

て
分
別
く
だ
さ
い
。

　

ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
ご
み
処
理

し
た
場
合
、
処
理
過
程
で
火
災
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
を
安
全
に
行
う
た
め
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
ガ
ス
抜
き
の
手
順

①
周
囲
に
火
の
気
の
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。 

②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。

着
火
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
吹

き
消
す
。 

③
輪
ゴ
ム
や
粘

着
力
の
強
い

テ
ー
プ
で
押

し
下
げ
た
ま

ま
、
操
作
レ

バ
ー
を
固
定

す
る
。

④「
シ
ュ
ー
」と
い
う
音
が
聞
こ
え

れ
ば
、
ガ
ス
が
噴
出
し
て
い
る

▽
休
診
日　

12
月
29
日（
水
）〜
1

　

月
3
日（
月
）

◆
高
橋
診
療
所
☎
55
－
0
0
3
6

▽
休
診
日　

12
月
29
日（
水
）〜
1

月
3
日（
月
）

（
聞
こ
え
な
い
場
合
は
、
炎
調

整
レ
バ
ー
を
プ
ラ
ス
方
向
い
っ

ぱ
い
ま
で
動
か
す
）。

⑤
④
ま
で
の
状
態
に
し
、
風
通
し

の
良
い
屋
外
で
半
日
か
ら
1
日

放
置
す
る
。 

⑥
着
火
操
作
を
し
、
火
が
着
か
な

け
れ
ば
、
ガ
ス
抜
き
は
完
了
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

　

豊
岡
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
お

よ
び
ご
み
処
理
場

（
北
但
ご
み
処
理

施
設
）の
変
更
案

を
次
の
と
お
り
縦

覧
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間　

1
月
5
日（
水
）〜

19
日（
水
）午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
縦
覧
場
所　

都
市
整
備
課
お
よ

び
竹
野
総
合
支
所
地
域
振
興
課

▽
意
見
書
の
提
出　

変
更
案
に
意

見
の
あ
る
市
民
お
よ
び
利
害
関

係
者
は
、
縦
覧
期
間
中
に
豊
岡

市
長
宛
て
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
提
出
・
問
合
せ　

都
市
整
備
課

計
画
整
備
係
☎
23
－
1
7
1
2

城
崎
町
湯
島
財
産
区

            

議
会
議
員
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
城
崎
町
湯
島

財
産
区
議
会
議
員
選
挙
を
、
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
告
示
日　

2
月
15
日（
火
）

◆
投
開
票
日　

2
月
20
日（
日
）

◆
定
数　

11
人

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▽
日
時　

1
月
19
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜

▽
場
所　

城
崎
市
民
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室（
城
崎
総
合
支
所
内
）

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
23
－
5
4
5
4

コ
ン
セ
ン
ト
が
燃
え
る
!

  

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
に
注
意

　

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
な
ど
の
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ

ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
ま
ま
で
い
る

と
、
両
者
の
間
に
た
ま
っ
た
ほ
こ

り
が
湿
気
を
含
み
、
火
花
を
発
生

さ
せ
る「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
」で

火
災
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
ま
っ
た
ほ
こ
り
は
、
定
期
的

に
乾
い
た
布
で
取
り
除
き
、
ト
ラ

ッ
キ
ン
グ
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
消
防
署
予
防
係

　

☎
24
－
1
1
1
9
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病
児
・
病
後
児
保
育
室「
チ
ャ
イ

ル
ド
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
利
用

　

保
護
者
が
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
事
情
で
、
病
気
中
や
病
気
の

回
復
期
の
子
ど
も
を
看
病
で
き
な

い
時
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
、

専
用
施
設
で
一
時
的
に
預
か
り
ま

す（
集
団
保
育
が
困
難

で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た

期
間
）。

▽
開
設
場
所　

チ
ャ
イ
ル
ド
・
ケ

ア
セ
ン
タ
ー（
下
陰
）

▽
対
象　

水
ぼ
う
そ
う
、
お
た
ふ

く
風
邪
、
風
疹
、
骨
折
な
ど
の

病
気
や
病
気
の
回
復
期
で
あ
り
、

入
院
の
必
要
が
な
い
と
診
断
さ

れ
た
生
後
3
カ
月
か
ら
小
学
3

年
生
の
子
ど
も

※
医
師
連
絡
票（
有
料
）が
必
要
で
す
。

▽
利
用
時
間　

午
前
8
時
〜
午
後

6
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
30
日
〜
1
月
3
日
）は
利

用
不
可

▽
利
用
料
金　

1
日
当
た
り
2
千

円（
昼
食
、
お
や
つ
代
を
含
む
）

※
生
活
保
護
世
帯
、
市
県
民
税
非

課
税
世
帯
に
は
減
免
制
度
が
あ

り
ま
す
。

▽
利
用
定
員　

1
日
4
人

▽
利
用
方
法　

事
前
に
登
録
の
上
、

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い（
緊
急

時
は
当
日
の
登
録
で
利
用
可
）。

※
電
話
予
約
受
付
は
、
午
前
7
時

〜
午
後
7
時

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

チ
ャ
イ
ル

ド
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー（
チ
ャ
イ

ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園
）

　

☎
29
－
3
9
0
0

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
1
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、
1
5
0
円
の

負
担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

国
府
地
区
公
民
館
備
品
整
備

　

宝
く
じ
の
助

成
金
で
、
国
府

地
区
公
民
館
に

移
動
用
ア
ン

プ
セ
ッ
ト
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

長
机
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

同
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
参
加
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
活
動
や
交
流
事
業
な
ど
に
活

用
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
21
－
9
0
5
1

平
成
23
年
度

社
会
体
育
施
設
使
用
希
望
調
査

▽
対
象
期
間　

4
月
1
日
〜
平
成

24
年
3
月
31
日

▽
対
象
施
設　

総
合
体
育
館
、
市

民
体
育
館
、
日
高
文
化
体
育
館
、

こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
、
植

村
直
己
記
念
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野

球
場
、
植
村
直
己
記
念
ス
ポ
ー

ツ
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

野
球
場
、
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
、
円
山

川
運
動
公
園
、
神
美
台
ス
ポ
ー

ツ
公
園

▽
申
込
方
法　

各
施
設
お
よ
び
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
に
あ
る
所
定
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

1
月
25
日（
火
）

■
市
役
所
前
駐
車
場
の
利
用

　

市
役
所
前
駐
車
場
は
、
新
庁

舎
建
設
工
事
の
た
め
、
1
月
4
日

（
火
）か
ら
、
来
庁
者
専
用
と
し
、

利
用
で
き
る
時
間
は
、
平
日
の
午

総
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

前
8
時
15
分
か
ら
午
後
5
時
30
分

ま
で
と
し
ま
す
。

　

平
日
の
時
間
外
や
土
・
日
曜
日
、

祝
日
な
ど
は
、
駐
車
場
を
閉
鎖
し

ま
す
。

　

利
用
の
皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
課

　

☎
23
－
1
1
1
6

お詫びと訂正　12月10日号、7ページの ｢平成22年度　第3回危険物取扱者試験｣ の中の ｢受講料　6,500円（テキスト代
4,000円含む）｣とあるのは、｢受講料　6,500円（別途テキスト代4,000円が必要）｣の誤りでした。お詫びし訂正します。

月　日 担当医師・住所

1

月

9日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

16日
（日）

國屋正史
（養父市）

23日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時〜午後５時
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「
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」の

お
知
ら
せ

　

大
学
生
や
短
大
生
な
ど
の
就
職

活
動
を
応
援
す
る「
新
卒
応
援
ハロ

ー
ワ
ー
ク
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

○
神
戸　

新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
（
神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
1

－
1
－
3　

神
戸
ク
リ
ス
タ
ル

タ
ワ
ー
12
階
）

・
利
用
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

7
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29

日
〜
1
月
3
日
は
休
み

　

☎
0
7
8
－
3
5
1
－
3
3
7
1

○
三
宮　

新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
（
神
戸
市
中
央
区
小
野
柄
通
7

－
1
－
1　

日
本
生
命
三
宮
駅

前
ビ
ル
11
階
）

・
利
用
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

7
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29

日
〜
1
月
3
日
は
休
み

　

☎
0
7
8
－
2
3
1
－
8
6
0
5

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

職
業
相
談
第
二
部
門
学
卒
係

　

☎
23
－
3
1
0
1

▽
そ
の
他

・
使
用
申
込
み
に
当
た
っ
て
は
、

土
・
日
曜
日
お

よ
び
祝
日
な
ど

に
行
う
大
会
、

行
事
な
ど
を
原

則
と
し
ま
す
。

・
希
望
者
が
重
複
す
る
場
合
は
、各

代
表
者
に
よ
る
調
整
会
議（
2
月

予
定
、各
代
表
者
へ
連
絡
）で
調

整
し
ま
す
。た
だ
し
、①
市
の
行

事
、②
そ
の
他
一
般
行
事
、③
営

利
宣
伝
行
事
の
順
で
優
先
し
ま
す
。

・
施
設
に
よ
っ
て
は
、
使
用
で

き
な
い
期
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、

申
込
み
時
に
要
項
を
確
認
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
☎
21
－
9
0
2
3

▽
日
時　

1
月
12
日（
水
）午
前
10

時
〜
11
時

▽
場
所　

西
保
育
園

（
正
法
寺
）

▽
内
容　

ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
健
康
講
座（
感

染
症
予
防
）

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
豊
岡
健

康
福
祉
事
務
所

　

☎
23
－
1
0
0
1

ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば（
1
月
）

地
籍
調
査
成
果
の
登
記
完
了
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

閲
覧

■
地
籍
調
査
成
果
の
登
記
完
了

　

次
の
区
域
が
、
地
籍
調
査
成
果

に
基
づ
く
登
記
の
書
き
換
え
を
完

了
し
た
旨
、法
務
局
か
ら
通
知
を
受

け
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、区
域
は
、平
成
19
年
度
・

20
年
度
に
現
地
立
会
調
査
を
実
施

し
た
区
域
の
一
部
で
す
。

■
地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧

　

次
の
と
お
り
地
籍
調
査
成
果

（
案
）を
公
開
し
ま
す
。

▽
閲
覧
期
間　

1
月
12
日（
水
）〜

2
月
1
日（
火
）午
前
9
時
〜
午

後
5
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

▽
閲
覧
内
容　

対
象
区
域
の
地
籍

図（
案
）お
よ
び
地
籍
簿（
案
）

▽
閲
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大字名 該当小字名

日高町
浅倉

ナイガホ、念沸箱、下百合、ナイカヲ、大場入、赤
尾、上森、廟々寺、梶ケ谷、浪滝、天満、甲岩、岩
逢峠、大谷、長谷、寺谷、奥田、休場

日高町
岩中 山田、蝶子谷、上森

日高町
山本

法花寺、奥谷、アンナイ、堤谷、ミミイ谷、バンガミ、大
ナル、ベツソヲ、耳谷草山、耳谷、西垣、岩谷、尼ケ宮

大字名 該当小字名（「※」は、小字の一部が今回の対象となるもの）

日高町浅倉 阿原、松嶽、段徳寺、慶イ谷、下高山、高山、狼岩口、狼岩、高山浦、※下百合、
久保谷、龍ケ坪、谷田、※休場、アワラ、蛇々ケ谷、中坂、ケイ谷、向山

日高町岩中 城山

日高町久斗 山田、大ナル、山王、シヤブ谷、石ケ谷、赤尾、櫻ケ谷、横尾、山ノ神、立岸、
汁谷、切立、梅ケソバ、浅谷、ソウボウ谷

上佐野 廣峰、※アラホリ、三谷、※百町、松山、右越、斧谷、カリウ谷、箕谷、清水田和、
金吹、梨谷、段、舟山、買山、佛谷、※枇杷谷、上小宝、下小宝、向山、ホウキ

竹野町金原 家ノ下原、家ノ向原、※家ノ上、金山、宮ノ後
但東町奥赤 熊谷、笠松、椿谷



　特別図書整理のため、下記のとおり休館します。
　休館中は本館および他の分館を利用ください。
・城崎分館　１月17日（月）～19日（水）　　・竹野分館　１月31日（月）～２月２日（水）　　
・但東分館　１月24日（月）～26日（水）

手紙の本
＜ 一 般 ＞

６０歳のラブレター⑩
（ＮＨＫ出版）

　寄り添いながら、かみしめた幸せ
もあり、悲しみもある。共に闘い、
共に喜びながら刻んできた夫婦の歴
史が胸を打つ。156通を収録した第
10集。

＜ じ ど う ＞
きょうはなんのひ？
瀬田貞二　作・林　明子　絵（福音館書店）

　ある朝、まみこは「今日は何の日？」
となぞかけをします。お母さんは、まみ
こが書いた“ある場所”を暗示する小さ
な手紙を見つけました。そこに行くと
次の手紙が置かれていて…。なぞ解き
の楽しさと家族の愛情が伝わります。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

1月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

1月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 土・祝 （休館日）
2 日 （休館日）
3 月 （休館日）
4 火 （休館日）

5 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

出石 えほんのとびら　乳 幼

11：00 ～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

6 木
7 金 11：00 ～ 城崎 おはなしひろば　乳

8 土
10：10 ～ 本館 土曜としょかん　幼 児

10：30 ～ 但東 おはなしのもり　幼

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

9 日
10 月・祝 （休館日）
11 火 （休館日）
12 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

13 木
14 金 （休館日）

15 土
10：30 ～ 城崎 おはなしのこべや　幼 児

13：30 ～ 竹野
新春かるた大会
　第１部：いろはかるた　児
　第２部：百人一首　児 般

16 日 13：20 ～ 本館 第９回古文書講座（初級）　般

15：00 ～ 第９回古文書講座（中級）　般

17 月
18 火 （休館日）
19 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

20 木
21 金 11：00 ～ 城崎 おはなしひろば　乳

22 土
10：30 ～

竹野 土曜おはなしのへや　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

出石 おはなし会　幼 児

14：00 ～ 本館 おはなし会　幼 児

15：30 ～ 但東 切り紙Ａｒｔ　般

23 日
24 月
25 火 （休館日）
26 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

27 木
28 金
29 土
30 日 10：30 ～ 日高 おはなし会　幼 児

31 月 （休館日）
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1月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館
絵本の読み聞かせ＆伝承あそび

日　時 ５日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ・こま作り

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 おやこふれあいたいむ 24日（月）午前10時30分～

ほっとたいむ 27日（木）午前11時～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 おやこふれあいたいむでは紙芝居やいろいろな遊

びをし、ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌います。
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター２階）土・日・月曜日休館

わいわいコーラス♪♪
日　時 18日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 冬の歌を楽しく歌って寒さを吹き飛ばそう。

母親交流会
日　時 28日（金）午前10時30分～正午
場　所 城崎総合支所　１階集会室
対　象 乳幼児と母親、妊婦
内　容 子どもの身体計測、育児健康相談・友達づくり

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

鏡開き
日　時 11日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 お正月の遊びを楽しむ（大型カルタ、羽子板遊びなど）
持ち物 もち（親子で食べる分）、お茶、おわん、はし

日　時 ９日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

わらべうた＆製作
日　時 19日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 わらべうた遊び、製作：アンパンマンシリーズ｢ジャムおじさん｣

親子で絵本に親しもう
日　時 26日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ　など

絵本の読み聞かせ
日　時 13日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員による絵本の読み聞かせ

子育てセンター竣工式
日　時 27日（木）午前10時～11時30分
場　所 城崎総合支所２階（新城崎子育てセンター）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 リニューアルイベント

手作り教室
日　時 19日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 アンパンマンのマグネット作り
持ち物 裁縫道具
その他 申込期限：12日（水）、材料代：100円

おやこっこ運動遊び
日　時 19日（水）午後１時30分～２時45分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　20組
申込期間 ５日（水）～17日（月）講師：こども育成課職員

子育ち＆親育ち講座
日　時 26日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容 子どもの発達としつけのポイント
申込期間 12日（水）～24日（月）

子育てミニ講話
日　時 27日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 保健師の話～｢寝る子は育つ｣生活のリズムを整えよう～

こどものからだ育ち講座－ベビーマッサージ－
日　時 14日（金）午後１時30分～２時30分
対　象 １歳半までの乳児と保護者　定員20組
内　容 ベビーマッサージと赤ちゃんへのスキンシップの話
講　師 ベビーマッサージインストラクター　土生田尚子さん
申込期間 ５日（水）～13日（木）

絵本の読み聞かせの会
日　時 20日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

パパと遊ぼうデー
日　時 22日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さん、きょうだいの参加可）
内　容 運動遊びをサーキット式で行います。

パパと遊ぼうデー ｢伝承遊び｣
日　時 22日（土）午前10時15分～午後１時
対　象 乳幼児と保護者　20組
内　容 こま、お手玉、羽子板、カルタ、福笑い、カレー雑煮
その他 申込期限：15日（土）、参加費：1人150円（昼食代）

なかよしグングン広場
日　時 28日（金）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ３歳以上の幼児と保護者
内　容 子どもの集団遊びや自由遊び、保護者同士の交流など
その他 保育士、保健師、歯科衛生士、看護師、子育て支援ボランティア

パパと遊ぼうデー　おやこっこ遊びパート2
日　時 29日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さん・きょうだいの参加可）　30組
内　容 親子遊び、リズム遊び
講　師 生涯学習サポート兵庫　嘉

よ し
仁
ひ と

さん
申込期間 17日（月）～27日（木）

おはなし広場
日　時 ８日（土）、15日（土）、22日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

なかよし広場
日　時 20日（木）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

おやこっこリズム遊び
日　時 21日（金）午後１時30分～２時30分
対　象 ３歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 親子遊び、リズム遊び、ダンスなど　
申込期間 ５日（水）～19日（水）

食育講座
日　時 14日（金）午前９時30分～午後０時30分
対　象 乳幼児と親子
内　容 冬の温まるメニュー（講師：岡崎典子さん）
持ち物 エプロン、三角巾、マスク､食材実費
申込期間 ５日（水）～11日（火）
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

　１月22日（土）　開演14：00
◇場　所　交流サロン
◇出　演　長谷川克好さん
◇曲　目　一本道、制服、マイバックページ、タンバ

リン、変わりゆく時代の中で ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■第76回サロンコンサート
　〜思春期の心に突き刺さったままの

昭和のハードフォーク〜
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。今回
はアコースティックギターによる
フォークコンサートです。

　１月16日（日）　開演14：00
　　　　　　　　�（開場13：30）

◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　公募により決定した

家族20組程度
◇入場料　無料
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の

方は、１月６日（木）までに申し込みくだ
さい。

■〜豊岡市ホールスタッフクラブ･
　プラザ共催事業〜

　第４回新春ファミリー音楽祭
　公募家族による、ほのぼの
とした温かいコンサート。家
族ならではの、息の合った楽
しいステージをお楽しみくだ
さい。

　３月26日（土）
　　開演17：30（開場17：00）

◇内　容　｢音で感じるライブ｣と
｢ココロのトーク｣

◇入場料　全席指定　5,500円
※未就学児は入場できません。
◇チケット発売中　
　（各プレイガイドでも購入で

きます）

■谷村新司トーク＆ライブキャラバン
　　　｢ココロの学校｣

〜音で始まり、歌で始まる〜

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館､ 但東分館、城崎･竹野･日高地区公民
館、ひぼこホールでも購入できます。

　２月12日（土）　PARTⅠ 開演19：00
　　　13日（日）　PARTⅡ 開演14：00
◇場　所　ほっとステージ
◇講　師　京都観世 能楽師 田

た
茂
も

井
い

廣
ひろ

道
みち

さんほか
◇入場料　１日券1,000円、２日通し券1,500円
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の

方は、２月２日（水）までに申し込みくだ
さい。

■伝統芸能入門講座
　　　　　〜 D

ド ゥ

o　y
ユ ウ

ou　能？ 〜
　能の世界は ｢難しい、分かりづらい｣ などと思わ
れがちですが、今回は能の魅力を丁寧に解説。所作
の実演や鑑賞もできる講座です。幽玄の世界に触れ
ながら、ゆっくり流れる時をお過ごしください。

　１月８日（土）
　　開演14：00（開場13：30）

◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語笑年

　　　　団、たんたん落語
　　　　会
◇入場料　全席自由
　　　　　一般500円、
　　　　　高校生以下300円
◇チケット発売中

■第11回プラザ寄席｢ふれ愛亭｣
　２月５日（土）・６日（日）
　　上映13：00（２本立て）

◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　５日（土）13：00〜｢飢餓海峡」
　　　　　　　　　17：00〜｢黒い画集 あるサラ
　　　　　　　　　　　　　リーマンの証言」
　　　　　６日（日）13：00〜｢張り込み」
　　　　　　　　　17：00〜｢白い巨塔」
◇入場料　１作品500円（全日共通１回限り有効）
　　　　　１日券800円
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の方

は、１月26日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■プラザ　シネマ・シネマ
　名匠たちが丹精込めて作り上げた力作を、迫力あ
るスクリーンでお楽しみください。
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平成22年12月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

1月の主な行事
JANUARY

平成23年

₁₆（日）田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）
第４回新春ファミリー音楽祭

（14：00～豊岡市民プラザ）
₁₇（月）じゃんけんぽん大会（11：15～ＪＲ城崎温泉駅前）
₁₈（火）わいわいコーラス（10：00～竹野子育てセンター）
₁₉（水）わらべうた＆製作（10：30～出石子育てセンター）
₂₀（木）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）かに雑炊・たる酒のサービス

（10：00～ＪＲ城崎温泉駅前）
絵本の読み聞かせの会

（10：30～日高子育てセンター）
₂₁（金）じゃんけんぽん大会（11：15～ＪＲ城崎温泉駅前）
₂₂（土）竹野人権学習のつどい（13：30～竹野総合支所）

第76回サロンコンサート
（14：00～豊岡市民プラザ）

₂₃（日）人権・音楽とお話の集い（14：00～）
₂₄（月）おやこふれあいたいむ（10:30～子育て総合センター）
₂₅（火）
₂₆（水）
₂₇（木）城崎子育てセンター竣工式（10：00～城崎子育てセンター）

かに雑炊・たる酒のサービス
（10：00～ＪＲ城崎温泉駅前）

ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）
₂₈（金）なかよしグングン広場（９：30～豊岡市民プラザ）
₂₉（土）
₃₀（日）ジャンボ巻き寿司大会（11：00～中竹野ふるさと館）

コウノトリ子育て支援メッセージ“夢への
チャレンジ”バレーボール教室

（９：00～総合体育館）
₃₁（月）

₁（土）元日麦椿ふれあい展（城崎文芸館、～25日）
第52回企画展｢モンゴルの工芸−その文化
を探る−｣
（日本･モンゴル民族博物館、～２月８日）

₂（日）
₃（月）コウノトリ文化館新春特別開館（コウノトリ文化館、～４日）

法花寺万歳（10：30～コウノトリ文化館）

₄（火）豊岡市賀詞交換会（11：00～豊岡市民プラザ）
₅（水）絵本の読み聞かせ＆伝承遊び（10：30～但東子育てセンター）

₆（木）城崎消防団出初式（９：00～城崎総合支所など）
₇（金）
₈（土）第11回プラザ寄席｢ふれ愛亭｣（14：00～豊岡市民プラザ）

但馬ドームテニスクリニック
（一般の部、14：00～県立但馬ドーム）

₉（日）豊岡消防団出初式（９：00～市民体育館など）竹野消防団出初式（９：00～竹野中学校）
出石消防団出初式

（9：30～出石文化会館ひぼこホール）
但馬ドームテニスクリニック
（高校生以下の部、10：00～県立但馬ドーム）
パパと遊ぼうＤ

デ ー

ＡＹ！
（10:30～日高子育てセンター）

豊岡市成人式（13：30～市民会館）

₁₀（月）成人の日
₁₁（火）鏡開きで新年のご挨拶（10：00～竹野子育てセンター）

₁₂（水）
₁₃（木）絵本の読み聞かせ（10：30～城崎子育てセンター）

₁₄（金）
₁₅（土）
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合　計 男　性 女　性 世帯数
88,959人（－44人） 42,553人（－36人） 46,406人（－8人） 32,390世帯（－13世帯）
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　市指定名勝10件のうちには、それぞれの地域の特色を表すものが数多く指定されています。
　今回は、その中で代表的なもの４件を紹介します。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

歴史 探訪
～文化財を巡る～18

「史跡名勝天然記念物（名勝２）」

【お知らせ】

　今回は、その中で代表的なもの４件を紹介します。　今回は、その中で代表的なもの４件を紹介します。　今回は、その中で代表的なもの４件を紹介します。
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竹野町段
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隆国寺石垣
日高町荒川
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本堂庭園
出石町東條

語句の解説
・総門

・東門日乗

・池泉鑑賞式庭園




